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地域福祉活動推進事業拠点区分 

地域福祉事業 

事 業 名 障害者就労支援事業 

事業形態 独自事業 

財源内訳 利用料、会費、寄附金 

担当係 在宅サービス係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目的 

障害者の就業に関係する団体同士のネットワーク化・連携を図る。 

また、しごとパートナーを派遣することにより、既に就労またはこれ

から就労する障害者の社会参加活動等に寄与する。 

事業内容 １．しごとパートナー事業 

実績報告 

１）実績 

 しごとパートナー のべ派遣人数 

29年度 10人 769人 

28年度 10人 696人 

■主な派遣先（活動内容） 

すずかけの家（作業支援） 

七生福祉園（発達・教育支援センター エール清掃業務支援） 

ふらっと・すずかけ（作業支援） 

２）情報交換会 

6回（5/30,7/25,9/26,11/30,1/30,3/29） 

事業効果・評価 

方向性等 

・障害福祉サービス事業所での訓練や生産活動の現場において支援活

動を行った。ふらっと・すずかけからの依頼が増えたため、昨年度よ

り派遣人数が増加した。 

・事業の見直しについて検討してきた結果、平成 30 年 3 月の理事会

及び評議員会において、平成 30 年度をもって事業終了とすることが

決定された。 

事業内容 ２．日野市障害者就業支援連絡会 

実績報告 

１）連絡会 

各団体から障害者就労支援に関する情報交換及び年度下半期に開催

する障害者就業支援フェスタに向けての検討を行った。 

  6回開催（4/11,6/13,8/8,10/10,11/21,2/13） 

２）障害者就業支援フェスタ in多摩平の森 2017 

（第 11回日野市障害者就業支援セミナー） 

開催日 場所 内容 参加者 

12/2 ｲｵﾝﾎｰﾙ 

・障害者雇用の状況 

・日野市内の障害者雇用企業の取組紹介 

・当事者のみなさまとの意見交換 

・団体紹介(ブース形式) 

130人 
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事業効果・評価 

方向性等 

・29 年度は障害者週間に合わせて 12/2 に開催した。昨年度の参加者

の声を受けて、市内の企業で働いている当事者からの話を聞き、また

会場からの質疑応答を取り入れたことで好評を得られた。 

事業内容 ３．日野わーく・わーく 

実績報告 

日野わーく・わーくは、市内の障害福祉サービス事業所が参加する

ネットワーク。企業等からの請負業務を共同受注し、各事業所での仕

事の開発、障害者の働く機会の開拓、工賃向上を目指すことを目的と

している。 

社協は、連絡会や豊田駅北口ショップ、共同販売会等を側面支援。 

１）連絡会  毎月開催 

２）広報協力 

日野市ボランティア・センター広報紙「ボランティア○i インフォメ

ーション」（毎月発行）において、豊田駅北口ショップのイベントを

広報周知した。 

事業効果・評価 

方向性等 

・豊田駅北口ショップが日野市障害者生活・就労支援センターにこわ

ーくに移転して 3年目を迎えた。ショップの売上や認知度の向上のた

め、イベント等の広報周知を行った。 

 

事 業 名 福祉バスふれあい号の運営管理（平成 29年 5月 31日廃止） 

事業形態 独自事業 

財源内訳 利用料、会費、繰入金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目  的 高齢者や障害者等外出機会の促進、市民活動の活性化を図るため、車

椅子対応福祉バス「ふれあい号」を運行する。 

事業内容 １．安全かつ円滑な事業運営 

実績報告 

 福祉施設や市民団体の活動支援のため、福祉バスを運行した。利用

区分に応じ、優遇措置を設定している。 

運行委託：南観光交通㈱ 

１）基本利用料  64,800円 

２）利用区分（助成率） 

①障害者団体（利用料の50％） 

②市内団 体（利用料の30％） 

③市外団 体（助成なし） 

３）運行実績 

 利用距離 件数 区分内訳 

29年度（5月末） 730km 6件 ①1件  ②5件  ③0件 

28年度 6,787㎞ 42件 ①21件 ②21件 ③0件 
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事業効果・評価 

方向性等 

・運行委託をしている南観光交通㈱との契約が平成 29 年 5 月末で終

了となり、貸切バス法等の厳格化により現契約での更新は困難となる

ため、本事業を 5月末で廃止した。 

・高齢者や障害者等の外出機会の促進、市民活動の活性化を図るた

め、新たな外出支援策として６月より「障害者団体及び高齢者団体バ

ス借上補助事業」を創設した。 

 

事 業 名 障害者団体及び高齢者団体バス借上げ補助事業（新規） 

事業形態 独自事業 

財源内訳 会費、繰入金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目  的 
障害者や高齢者等の外出機会の促進、市民活動の活性化を図るため、

障害者団体や高齢者団体等が実施する研修や視察、ボランティア活動

等で、民間バスを借り上げた費用の一部を補助する制度。 

事業内容 １．円滑な事業運営 

実績報告 

 障害者団体や高齢者団体等が実施する研修や視察、ボランティア活

動等で、民間バスを借り上げた費用の一部を補助する制度。申請書に

基づいた利用区分に応じ、優遇措置を設定している。 

１）事業内容 

対象団体（利用区分） 補助率 限度額 交付回数 

障害者団体（①） 補助対象 

経費の 1/2 

上限 30,000円 

（リフト付きバス利用の 

場合、上限 40,000円） 

６回 

高齢者団体（②） ４回 

市内地域団体（③） 補助対象 

経費の 1/4 

上限 20,000円 

（リフト付きバス利用の 

場合、上限 30,000円） 

２回 

その他の団体（④） １回 

２）実績 

対象団体（利用区分） 交付件数 補助額 

障害者団体（①） 18件 814,300 円 

高齢者団体（②） 7件 215,700 円 

市内地域団体（③） 4件 66,100円 

その他の団体（④） 0件 0円 

合計 29件 1,096,100円 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・ふれあい号事業を廃止し、新たな外出支援策方法として創設した。 

・従来は、「ふれあい号」バスの予約・運行管理・助成を行っていた

のに対し、本事業は団体の利用者バス料金に対し補助する制度とな

り、一部利用団体（者）に戸惑いも見られたが、現在は一定の理解が

得られていると考えている。 

・「ふれあい号」以外のバス利用もできるため、同日利用や他の民間

会社の利用も可能となるため、支援方法の幅が広がった。 

・会費を事業の主な財源としているため、財源の確保・予算の検討を

引き続き行っていく必要がある。 
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事 業 名 第 21回みんなといっしょの運動会（障害者運動会） 

事業形態 共催事業（東京日野ライオンズクラブ/日野市） 

財源内訳 寄附金・受託金（日野市） 

担当係 ボランティア係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにつくる 

目  的 
体の動かす機会の少ない障害者の健康増進・運動促進を図るととも

に、市内障害者施設・事業所や地域住民・ボランティアとの交流を図

る。 

事業内容 １．障害者運動会の開催 

実績報告 

開催日 10/1（日）10：00～15：00 

会場  中央大学第一体育館アリーナ 

参加者 ６４６人 

（競技参加者 194人、職員・保護者 153人、ボランティア 295人 

来賓・役職員等 4人） 

主催   日野市社会福祉協議会/東京日野ライオンズクラブ/日野市 

参加団体 赤組 あおいとり日野、東京光の家（新生園・栄光園・神

愛園・就労ホーム）、おおぞら（つばさ・やまば

と・はくちょう）、里山耕房くらさわ、日野療護

園、つきのおあしす 

白組 すずかけの家（ふらっと・すずかけ）、夢ふうせ

ん、八王子東特別支援学校、多摩療護園、一般参加 

協力団体 中央大学・明星大学・首都大学東京・東京薬科大学の学生

ボランティアのみなさん、中央大学学員会日野支部、中央

大学（應援團リーダー部・應援團ブラスコア―部・應援團

チアリーディング部、混声合唱団）、日野自動車優和会、

国際ソロプチミスト日野、日野市民生・児童委員協議会、

日野市赤十字奉仕団、日野市ボーイ・ガールスカウト連合

協議会、ひの手話サークル、エール、日社協児童部会、日

野市内社会福祉法人ネットワーク、登録ボランティアのみ

なさん、個人ボランティアのみなさん、日本ブラインドサ

ッカー協会、他 多くのボランティア 

結果 赤組 １７６３点 白組 １３７８点 

事業効果・評価 

方向性等 

・総参加者が前年より増加した。（日野自動車優和会・日野市内社会

福祉法人ネットワーク・少年サッカーチームプリメイロスの参加等が

あった為） 

・ブラインドサッカーの日本代表強化選手の田中章仁選手を招聘し、

デモンストレーション・体験会により参加者の障害者スポーツに関す

る関心が高まった。 

・昨年参加したボランティアの活動のリピーターがあり、また初めて

参加のボランティアも参加利用者と共に楽しんでいる様子が多くみら

れ、来年も参加したいという感想が多く聞かれた。 

・ブラインドサッカー体験会では児童から大人まで多くの参加者と体

験を通して交流できた。参加団体へ、田中章仁選手サイン入りブライ

ンドサッカーボールをプレゼントし今後も継続して競技に関心を持て

るようにした。 
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事 業 名 夏の親子レクリエーション 

事業形態 独自事業 

財源内訳 参加費、歳末たすけあい配分金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目  的 ひとり親家庭の親子の交流及び障害児世帯の余暇活動を支援。 

事業内容 １．夏の親子レクリエーション（日帰りバス旅行）の開催 

実績報告 

 ひとり親家庭の親子の交流を深めること、障害児家庭の余暇支援を

目的とした日帰り旅行（東京ディズニーシー）を実施した。 

 開催日 参加者（うち障害児世帯） 

29年度 7/22 28世帯71人（4世帯11人） 

28年度 7/30 32世帯64人（5世帯19人） 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・アンケートでは満足度が非常に高く、リピーターの多い事業であ

る。 

・歳末たすけあい募金を原資として充てていることを、①募集時②当

日資料③アンケートに明記し、参加者への周知に努めた。 

・ひとり親家庭と障害児家庭との参加割合の検討を図っていく。 

・今年度、新たな試みとして、フードバンク TAMA から参加者全員にお

菓子の提供があり、大変好評だった。 

 

事 業 名 地域ネットワーク事業 

事業形態 独自事業 

財源内訳 

会費、赤い羽根共同募金配分金（小地域）、歳末たすけあい募金配分

金 

担当係 地域支援係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにつくる 

目  的 

住民や様々な団体と連携・協働し、課題発見の仕組みづくりや多様な

ネットワークの構築、地域の主体的な地域福祉・交流活動が図られる

よう支援する。 

事業内容 １．地域担当の配置 

実績報告 

・日野市の 4つの生活圏域（ひの・とよだ・ひらやま・たかはた）ご

と 2 人ずつ配置し、担当制での支援を継続した。 

・地区社協（ぷらっと南平）の支援をしながら共に活動した。また、

南平の次の地区社協の検討を進めるために、地域懇談会や中学校区ご

とのアクションプラン実行委員会にも積極的に参加した。 

・各担当地域のサロン活動等の支援や介護予防教室の実施、ハンディ

キャブの新規利用者の訪問面接等を行うだけでなく、カエルキャラバ

ン等の防災イベントや福祉体験講座等の実施協力を行い、ボランティ

ア係との連携を深めた。 

・在宅サービス係の事業と担当地域ごとに連携した。 
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事業効果・評価 

方向性等 

・中学校区ごとのアクションプラン実行委員会に継続して関わること

で、地域と顔の見える関係の構築がより進んだ。 

・地区社協の一つ目が立ち上がったが、その次へ向けては、市役所福

祉政策課の動きもあるため、共通認識を持って進めることが必要とな

っている。 

・また、引きこもりの支援や、高次脳機能障害者支援の連絡会への出

席等、地域の中の様々な課題に対応している。 

事業内容 ２．“みんなでつくる”ぷらっと協議会（地区社協）の運営支援 

実績報告 

南平地区社協(みんなでつくるぷらっと協議会南平) 

平成 28年 3月に設立。 

設立当初、役員会の開催場所等拠点として南平ふれあいサロンの場

所をサロンが使用していない時に使用していたが、現在はほっとも南

平を使用している。 

2 年が経過し、引き続き会の安定的な運営と維持に努め、合わせて

多くの市民の方に知って頂くために、①伝える(広報・啓発活動)、②

つなぐ(ネットワーク化)、③続ける(継続していく)の３つを柱として

推進し、地区の活性化と住みやすいまちづくりを目指した。 

１）役員会 １２回 

（4/5,5/2,6/14,7/12,8/4,9/6,10/11,11/1,11/20,1/12,2/7,3/14） 

２）運営委員会 ４回 

（12/6,1/17,2/21,3/14） 

３）南平地区社協第 1回定期総会 

設立後初めての定期総会を開催、閉会後に懇親会を実施。 

  日時 5/20（土） 

  場所 南平駅西交流センター第 1会議室 

  参加者 42人 

４）南平 23自治会懇談会 

自治会役員を対象に懇談会を実施し、地区社協の説明、各自治会の

抱えている課題についての意見交換、現在取り組んでいる活動の紹介

等を行った。また 2 回目の懇談会ではグループワーク方式での意見交

換を行い、終了後懇親会を行い親睦をはかった。 

開催日 会場 参加者 

9/22 七生中学校食堂 28人（9自治会） 

2/24 南平西部地区センター 32人（9自治会） 

５）南平たすけあいチャリティーコンサートの開催 

地区社協の紹介、地元出身歌手等によるコンサートで地域の方々と

の交流がはかられた。 

開催日 会場 参加者 

11/4 七生公会堂 240人 

６）子供の居場所を作る会(希望のとびら) 

 小学生・中学生を対象に、近隣の大学生のボランティアの協力のも

とに子供たちの居場所(遊び場・勉強の場・交流の場)づくり。地域の

自治会・住民等が協力・支援している。 

 8/26 よりスタート、毎月第 2・4 木曜日の 16 時～19 時に新川辺地

区センターで開催。年間 13 回開催、延べ 100人利用。 
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７）会報誌「ぷらっと南平だより」の発行 

  ２回発行 9/15号(2,000 部)、3/15号(3,000 部) 

８）他団体の事業等への協力・参加 

団体名 内容 

高齢福祉課 
気にかけ運動説明会 

ふれあいサロンスタッフ交流会 

地域協働課 地域懇談会 

七生中・日社協・自治会 七生中学校地域宿泊防災キャンプ 

日野市社会福祉協議会 

防災・減災シンポジウム 

介護予防教室 

歳末たすけあい募金・バザー 

災害 VC立ち上げ訓練 

交流ひろば Café 

ななお BONまつり 

実行委員会 
ななお BONまつり 

ひの市民活動団体連絡会 
まちづくり市民フェア 

ひの市民活動支援センターまつり 

南平駅西交流センター フェスティバル 

自治会 

南平 6丁目防災・炊き出し訓練 

南平向島防災訓練 

鹿島台地区合同防災訓練 

七生中学校 福祉体験講座 

南平小学校 
南平小まつり 

福祉体験講座 

豊田小学校 豊田小まつり 

南平保育園 お楽しみ会 

ふたば幼稚園 お楽しみ会 

日野市商工会 
日野まちづくりプラットホーム事業 

(マップ「南平を歩こー」の作成) 

９）子供と高齢者等の交流事業 

 地域の老人会・自治会・住民等に声をかけ、南平地区のつくしんぼ

保育園との世代間交流（昔遊び・紙芝居・音楽等）を支援。 

10）他市社協への視察 

他市の地区社協への関わり方や支援方法等の意見交換を行った。 

  日時 11/10（金） 

  場所 多摩市社会福祉協議会 

事業効果・評価 

方向性等 

・設立後２年が経過し、地域の様々なイベントや会議等に参加・出席

しており、徐々に「ぷらっと南平」の名前、存在を認知している人が

増えつつあることを感じている。 

・事業に協力して頂ける会員を増やし活動の裾野を拡げていく。ま

た、地域の中の課題等も検討し解決できるものは進めていく。 

・地区社協の役員の改選、規約の改正等の整備する。 
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事業内容 ３．地域懇談会アクションプラン実行委員会との連携・協働 

実績報告 

１）地域懇談会 

日野市地域協働課主催の地域懇談会に出席し、地域の関係者の把

握とネットワークづくりを図った。 

  平成 29年度第 1回地域懇談会（全地区合同） 6/3（土） 

平成 29年度第 2回地域懇談会 

日時 地区 会場 

12/10 
平山中地区 平山交流センター 

二中地区 かわせみハウス 

1/13 
大坂上中地区 新町交流センター 

三沢中地区 三沢中学校 

1/21 
四中地区 第四中学校 

三中地区 明星大学 

1/28 
一中地区 第一中学校 

七生中地区 七生中学校 

２）各地域アクションプラン実行委員会 

  地域を活性化するために実行するアクションプランの実行委員会

に継続的に出席した。 

地区 内容・実行委員会開催日 

三沢中学校 

・「ちょこっと声かけ隊」 

（11/5ごみゼロ収穫祭） 

（1/28落川交流センターもちつき） 

・「まちづくり食堂」話し合い 

4/26,5/17,6/13,7/11,8/22,9/21,10/19,11/16,18

12/18,1/17,2/5,20,3/15,25,27 

七生中学校 
「ななおBONまつり」（9/9） 

4/11,5/14,6/24,8/3,28,9/19,12/7 

日野第三中学校 

「簡単防災訓練」(7/29,3/8) 

4/17,6/27,7/21,26,8/10,10/16,11/15,12/20 

1/23,2/8,28,3/8 

日野第一中学校 

「仲田の森DEたていとよこいとﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」(3/21) 

5/10,22,6/14,28,8/23,9/15,10/10,11/14,12/11 

1/11,2/5,2/26,3/6 

平山中学校 

「平山わの会」 

6/26,7/25,8/29,9/21,10/26,11/21,12/21,1/30 

2/19，3/26 

日野第二中学校 

「二中Burunninng」 

(6/6,9/23,11/18,12/16,1/13) 

「イオンモール写真展」(3/6-12) 

5/10,24,6/1,8/18,9/14,10/10,11/3,10,23,12/17

1/17,2/5,22,3/4,11,12,30 

大坂上中学校 「東光寺小まつり」カエルキャラバン(9/30) 

日野第四中学校 
「ラジオ体操で地域がつながる」（8/26） 

4/4,27,5/8,31,6/13,29,7/5,11,25,8/8,11/11 
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事業効果・評価 

方向性等 

・各地区合同の地域懇談会に参加することで、担当地域にこだわら

ず、広く地域で活動している方たちと顔の見える関係ができた。社協

が地域支援係の活動について話す機会も与えられた。 

・アクションプランの検討・実施に関わることで、より地域との関係

が深められた。今後は状況を見ながら、地区社協との関係等をかんが

み、必要に応じて関っていく必要がある。 

事業内容 ４．地域福祉活動団体への支援 

実績報告 

１）各地域活動への支援 

①日野本町サロン「縁がわ」 

日野本町で高齢者を中心とした多世代が集うサロンのスタッフ打

合せ会に出席。（4/25,9/12,11/14） 

②あったかい手とて 

  都営多摩平四丁目アパートで、一人暮らしの居住者を意識した学

習型サロン活動の支援を行った。（5/11,8/3,12/7,1/11,2/1） 

③よりみちさくら 

ＵＲ多摩平の森さくら集会所で開催する常設型サロン。自治会・

地域包括支援センターと打ち合わせし、３か月ごとの地域ケア会議

に出席している。（4/4,6/15,9/14,11/16,2/15） 

④黒川かわせみサロン 

４月より開所したカワセミハウスを活用した、高齢者の集うサロ

ンの立ち上げ支援を行った。(6/16,7/21,8/10,9/21,10/3,1/16) 

⑤明星地区つながりの会「アムール」 

都市計画課の空き家活用の専門家の派遣・改修の補助、高齢福祉

課のサロン助成を受け、地域の様々な世代が集うサロンの立ち上げ

支援を行った。具体的には立ち上げのためのワークショップ、役員

会及びスタッフ会議への出席、空き家の掃除・家の周りの木々の伐

採・備品の回収と運搬支援等を行った。 

(11/9,10,13，12/7,1/19，25，2/20，3/6，13，26，29) 

２）交流ひろばＣａｆé 

  高齢者、障害者、子育て中の親子、外国人、若者等を対象に、市

民の居場所や交流の場づくりの活動をしている団体の情報交換の場

を開催。 

開催日 内容 参加者 

12/14 活動紹介・情報交換 24団体 41人 

3/3 

サロン活動助成説明会 

ひの筋体操の紹介 

講演「認知症の理解を深める」 

講師 宮本芳恵 氏 

(介護老人保健施設ロベリア 看護長) 

28団体 52人 

 

事業効果・評価 

方向性等 

・相変わらず、市民のサロンへの関心が高く、高齢者だけではなく、

幅広く市民に呼びかけるものや、こども食堂等の相談も増えてきた。 

・立ち上げに関する相談も増えている中で、既存の団体とも丁寧に関

わっていきたい。 
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事 業 名 地域介護予防活動支援事業 

事業形態 受託事業（日野市） 

財源内訳 受託金 

担当係 地域支援係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにつくる 

目  的 
高齢者が、自ら要介護・要支援状態になることの予防に努めることがで

きる環境を整備し、地域住民や団体による自主的な介護予防活動を育成

し、支援する活動を行う。 

事業内容 １．介護予防教室の開催 

実績報告 

介護予防教室の実施を日野市から受託し、年間約108回程度（市内9

カ所の地域包括支援センターの圏域で約12回ずつ）開催した。 

１）実績 

生活 

圏域 

地域包括 

支援ｾﾝﾀｰ 
開催日 

開催

回数 
参加者 

ひの 

せせらぎ 
6/2,7/3,7,25,8/4,9/1 

10/6,14,3/9,10 
10回 147人 

多摩川苑 
6/4,12,19,26 

2/9,16,23,3/2,9,16,23 
11回 151人 

とよだ 

あいりん 

4/27,6/19,22,7/13,8/21 

9/14,10/26,12/14,18,2/19 

3/8 

11回 222人 

すてっぷ 

4/19,5/17,6/21,7/19,27 

9/20,28,10/18,11/15,12/20 

1/17,25,2/21,3/22 

14回 532人 

ひらやま 

すずらん 

5/15,6/19,7/3,8/22,9/26 

10/17,30,11/21,12/20 

1/15,17,3/5 

12回 185人 

いきいき 

タウン 

7/14,8/25,9/15,10/13 

11/17,20,12/13,15,18,1/19 

2/23,3/9 

12回 267人 

かわきた 

4/19,5/17,6/21,7/19,8/2 

9/6,10/11,25,11/28,12/19 

2/14,3/12 

12回 194人 

たかはた 

あさかわ 

5/12,6/20,6/23,7/28,8/25 

9/29,10/6,18,11/5 

3/9,29,30 

12回 234人 

もぐさ 
7/5,6,12,8/28,9/7,21 

10/5,19,1/28,3/6,20 
11回 174人 

合計 105回 2,106人 

２）内容・会場 

内容は、転倒予防体操を主に、音楽やストレッチ体操、ヨガ等と

いった様々な形で体を動かすものとしている。 

今年度から3カ所自主化した。また2カ所で自主化に向け支援をし

ている。それ以外は、なるべく市内の様々な会場で実施している。 
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事業効果・評価 

方向性等 

・地域包括支援センターとの関係を保ちつつ、介護予防教室という形

から、なるべく地域において住民主体で行うものに転換していく方向

で、可能であれば自主化を目指す支援をしている。 

・参加者の少ない会場もあり、検討が必要。 

事業内容 ２．地域介護予防活動団体登録への支援 

実績報告 

１）既存の団体の登録支援 

介護予防に資する体操または運動をしている団体に、「日野市介護

予防活動団体」として登録してもらい、広報ひの、ひの社協だより、

Hi know!等で広く周知を行う。 

登録団体 7団体 

地域交流ｽﾍﾟｰｽひだまり、ハッピーソング会、歌で楽しむ元気会 

落川元気会、シャルウィダンス、元気な音楽の広場、こもれび 

２）ひの健幸貯筋体操実施団体の登録支援 

 新たに「ひの健幸貯筋体操」に取り組む団体に、登録団体になって

もらうようお願いし、登録団体を増やす活動を行った。 

 登録団体  15団体（うち新規立ち上げ団体  7団体） 

元気印健康クラブ、気にかけネットワーク、健幸会、 

豊四健康クラブ、鹿島台ふれあいサークル、レモン倶楽部 

多摩平の森自治会よりみち体操クラブ、さざんかの会 

シルバーピアおおさかうえ10号棟、ふれあいサロン万願荘 

愛隣舎 談話室、ひまわり、栄町ふれあいグループ体操会 

和楽会、百草団地ふれあいサロン 

事業効果・評価 

方向性等 

・各団体には丁寧に説明をしながら、徐々に登録団体を増やすこと

で、高齢者が身近なところで介護予防の活動に参加できることを目指

している。 

・web 上に団体情報を載せることを拒否する団体もあり、高齢の市民

に広く周知するために、ある程度登録団体が増えた段階で紙媒体によ

る情報提供も検討する。 

事業内容 ３．「ひの健幸貯筋体操」（ひの筋体操）の普及 

実績報告 

１）「ひの健幸貯筋体操」に取り組む団体への支援  18か所 

住民主体での介護予防活動を広めるために、今年度から、高知県高

知市の「いきいき百歳体操」をもとにした「ひの健幸貯筋体操（ひの

筋体操）」に取り組んでいる。 

希望された団体を対象に、新たなメンバーを受け入れていただくこ

と、登録団体になること等を条件に、3カ月程度の体操指導や重りの貸

出等を行った。3カ月終了後は活動を支援するためにモニタリングを行

った。 

実施団体 会場 開催日 
延べ参加者

数 

元気印健康ク

ラブ 

多摩平4丁目AP集

会所 

モニタリング

6/1,9/7,2/22,3/22 
53人 

気にかけネッ

トワーク 
平山苑地区ｾﾝﾀｰ 

4/5,12,26,5/10,24,31, 

6/7,14,28,7/5,12,26 

モニタリング 9/20,11/29 

289人 

よりみちさく

ら体操クラブ 

多摩平の森さくら

集会所 

5/25,6/1,8,15,22,29, 

7/6,13,20,27,8/3,17,31 

モニタリング 9/7,2/22 

392人 
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ふれあいサロ

ン万願荘 
万願荘地区ｾﾝﾀｰ 

6/2,9,16,23,30,7/7,14 

7/28,8/4,18,25,9/1 

モニタリング 9/8,1/26,3/23 

446人 

鹿島台ふれあ

いサークル 
鹿島台地区ｾﾝﾀｰ 

7/10,19,26,8/2,9,16,23, 

30,9/6,13,20,27 

モニタリング 12/20,3/7 

237人 

豊四 

体操クラブ 

豊田南地区 

センター 

4/15,5/6,20,6/3,17,7/1,15 

モニタリング 10/21,2/17 
174人 

さざんかの会 宮地区センター 
4/12,26,5/10,24,6/14,28 

モニタリング 9/7 
100人 

百草 

ヨガサークル 
百草地区センター 

5/11,25,6/8,22,7/13,27 

モニタリング 2/8 
43人 

レモン倶楽部 新井団地集会所 7/11,25,8/8,29,9/12,26 54人 

和楽会 わかたけ地区ｾﾝﾀｰ 
9/28,10/5,19,11/2,16,12/7 

12/21 
97人 

シルバーピア

おおさかうえ 

大坂上都営団らん

室 
5/23,6/13,7/31 24人 

くわの実会 大和田地区ｾﾝﾀｰ 
8/29,9/28,10/27, 

2/19モニタリング 
60人 

愛隣舎 愛隣舎ホール 9/28,10/26,11/30 28人 

百草団地ふれ

あいサロン 

百草団地ふれあい

サロン 

8/30,9/27,10/18 

 
54人 

ひまわり 
日野台2丁目地区

センター 

10/3,10,17,24,31, 

11/7,14,21,28,12/5,12 

モニタリング 3/19 

133人 

ふれあいサロ

ンひだまり 

ふれあいサロンひ

だまり 

10/4,18,25,11/1,8,15,22,29 

12/6,13,20,1/10 
182人 

栄町ふれあい

ｸﾞﾙｰﾌﾟ体操会 
新東光寺地区ｾﾝﾀｰ 

10/13,27,11/10,24,12/8,22 

2/9モニタリング 
99人 

新川辺地域 新川辺地区ｾﾝﾀｰ 10/2,11/6,12/4 65人 

合計 2,530人 

※参加者の実人数     約397人 

※元気印健康クラブ（多摩平）は前年度モデル事業からの継続 

※デモの実施のみ行った団体 7団体 

 ときわクラブ、とよだ圏域家族介護者の会、けやきの会、 

谷仲山地区センター、平山さつき会、太極拳サークル、 

市民サポート日野 

２）ひの筋サポーター説明会の実施 

開催日 参加者 

6/29 6人 

9/29 1人 

３）ひの筋サポーター養成講座の実施 

開催日 会場 内容 参加者 

3/13 中央福祉ｾﾝﾀｰ 

・介護予防とは 

・ひの筋体操の実際と注意点 

・体力測定の方法 

講師 免田伸子 氏 

(理学療法士) 

26人 

 

12



事業効果・評価 

方向性等 

・「ひの健幸貯筋体操」の普及・啓発を進めることで、介護予防を地

域で自主的に行う団体を増やし、高齢者が、身近なところで週に 1 回

程度体操に参加できることを目標に取り組んでいる。 

・取り組みを進めることで、地域との関係も深まっている。 

・体操の普及のため、高知市が作成したものをもとに、日野版のＤＶ

Ｄ・ＣＤを、日野市シティセールス推進室、中央公民館の職員の協力

を得て作成。モデルは市民の高齢者２名。ナレーションは社協職員で

行った。また、取り組みやすく短くしたものを日野市のホームページ

に載せて、広く市民が見ることができるようにした。 

・やってみたいという市民の声は、着実に増えている。 

 

事 業 名 介護予防による地域づくり推進業務 

事業形態 受託事業（日野市） 

財源内訳 受託金 

担当係 地域支援係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにつくる 

目  的 

今年度より「介護予防機能強化推進事業」（生活支援コーディネータ

ー）の委託が、名称・役割の変更により、「介護予防による地域づく

り推進業務」となった。主に高齢者の自主的な活動を育成することを

目的に地域づくりを行うための企画・検討を行う。 

事業内容 介護予防による地域づくり推進業務 

実績報告 

１）住民主体の地域づくりにつながる介護予防活動を推進するため

に、関係者や他職種との連携を強化し、介護予防の体制を構築する

ための連絡・打合せを行った。              44回 

２）高齢者自らが担い手となるような介護予防の取組の推進  

①自主活動を進めるために「ひの健幸貯筋体操」を紹介 

  サロン・老人クラブ・自治会等で体操の紹介       21回            

  介護予防活動団体と体操の自主化に向けての話し合い   24回 

    他市からの視察及び調査対応               6回 

②地域介護予防活動団体の発掘及び登録支援 

  登録依頼、相談、手続き支援等             37回 

③登録団体の活動を周知する            

  広報ひの、ひの社協だより、Hi know!にて活動団体紹介               

 ④介護予防による地域づくり推進員としての研修・情報交換会への

参加 

  東京都介護予防による地域づくり推進員連絡会  8/1 

  東京都介護予防推進会議                 8/9,2/13 

  ＰＰＫ体操研修                8/20 

  東京都介護予防研修（基礎編）         9/5 

                      （応用編）          10/4,11/16,12/26,2/6 
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事業効果・評価 

方向性等 

・平成 29 年度は、介護予防による地域づくり推進員として、介護予

防事業の展開を重視して活動した。実際に市民による自主的な活動支

援として導入した「ひの健幸貯筋体操」への取り組みを支援し、「Hi 

Know!」等の活用による地域介護予防活動団体の支援も行った。 

・今後さらに介護予防を広めていくためには、介護予防の必要性や住

民が自分たちで活動する大切さを伝えていく、地域の基盤づくりが必

要で、推進員の重要な任務だと思われる。 

 

事 業 名 視覚障害者への朗読広報作成（情報提供）業務 

事業形態 受託事業（日野市） 

財源内訳 受託金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目  的 日野市の情報のデイジー版を作成（録音・編集）し、視覚に障害のあ

る方へ日常生活に必要な情報の提供を行う。 

事業内容 １．朗読（デイジー）版「広報ひの」の作成（年２４回） 

実績報告 

日野市へ登録した市内の視覚障害者へ「広報ひの」音訳版を作成

（録音・編集・郵袋作業）し、自宅へ郵送した。 

音訳作成業務委託：朗読サークルひの 

１）業務実績 

 登録者数 登録 回数 作業工程 

29年度 

29人 
新規 0件 

中止 0件 
24回 

録音 24回 

編集 48回 

郵袋 24回 

個人 24人 

団体 1団体／5人 

28年度 

合計 29人 
新規 2件 

中止 0件 
24回 

録音 24回 

編集 48回 

郵袋 24回 

個人 24人 

団体 1団体／5人 
 

事業内容 ２．朗読（デイジー）版「ひの市議会だより」の作成（年４回） 

実績報告 

 日野市へ登録した市内の視覚障害者へ「ひの市議会だより」音訳版

を作成（録音・編集・郵袋作業）し、自宅へ郵送した。 

音訳作成業務委託：朗読サークルひの 

１）業務実績 

 登録者数 回数 作業工程 

29年度 29人 4回 
録音 4回 

編集 4回 

28年度 29人 4回 
録音 4回 

編集 4回 

※郵袋は広報ひのとともに作業実施 
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事業内容 ３．朗読（デイジー）版「選挙のお知らせ」の作成 

 

日野市へ登録した市内の視覚障害者へ「日野市長選挙並びに日野市

議会議員（選挙のお知らせ）」音訳版を作成（録音・編集・郵袋作

業）し、自宅へ郵送した。 

音訳作成業務：朗読サークルひの 

１）業務実績 

 登録者数 内容 作業工程 

29年度 29人 
4月（日野市長選） 

2月（市議会議員選挙） 

録音 各1回 

編集 各1回 

※郵袋は広報ひのとともに作業実施 

事業効果・評価 

方向性等 

・視覚障害者への情報保障として、「広報ひの」及び「市議会だよ

り」の音訳版を作成した。 

・本年度実施した日野市長選並びに市議会議員選挙において選挙管理

委員会事務局より委託を受け「選挙だより」の音訳版を作成した。 

事業内容 ４．音訳者の育成・確保 

 

音訳作業を行う担い手育成のため、朗読サークルひのと共催で音訳

ボランティア（初級）養成講座を開催した。 

１）音訳ボランティア（初級）養成講座 

開催日 内容 参加者 

1/30 発声・発音・アクセント 14人 

2/6 癖のない聞き良い読みの基本（お知らせ文） 14人 

2/13 文意を伝える（天声人語より） 15人 

2/27 文意を伝える（言葉の歳時記より） 13人 

3/5 「詩が生まれるとき」より「馬」 12人 

講師 高橋久美子 氏（音訳者育成・指導者） 定員 15人 

事業効果・評価 

方向性等 

・障害者差別解消法の施行に伴い、障害者への情報保障が求められて

いる中、音訳作業（朗読）を行う担い手不足が深刻化している。現

在、音訳作成業務を委託する朗読サークルひのと共催で「音訳ボラン

ティア（初級）養成講座」を行った。 

・参加者のうち 3 人が朗読サークルひのに入会、入会検討中の方も 8

人にのぼり、受講生の多くが次のステップに進む希望をしている。 

・受講生や講師からの要望もあり、来年度は音訳ボランティア（中

級）養成講座の開催を検討している。 

 

事 業 名 部会活動 

事業形態 独自事業 

財源内訳 その他 

担当係 地域支援係、ボランティア係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにつくる 

目的 

（障害者施設職員交流会部会）市内障害者施設職員の情報交換や学習

の場を設けるため、月１回定例会を開催している。施設職員によるミ

ニ学習会や、施設見学会等を取り入れ、活性化を図る。 
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（児童部会）地域子ども会経験者等レクリエーションに長けた方が指

導者となって、市内の児童福祉事業に協力する。 

事業内容 １．障害者施設職員交流会部会 

実績報告 

１）情報交換会 毎月開催 

２）ミニ学習会 

施設での感染症予防の取り組みについて 

事業効果・評価 

方向性等 

・施設間で協力体制を築くきっかけとなっているが参加施設が固定化

しつつあるため、多くの施設に呼びかけを行う。 

・部会として財源確保が難しいため講師を招いての学習会を開くこと

に苦慮している。 

事業内容 ２．児童部会 

実績報告 

１）各種イベントへの参加 

開催日 活動参加イベント 場所 

6/11 みんなの遊友ランド 
日野市民の森ふれあい

ホール 

8/5 
日野市民でつくる 

防災・減災シンポジウム 
実践女子大 

8/27 竹で炊けたサバイバルごはん 中央福祉センター 

10/6 第21回みんなといっしょの運動会 中央大学 

10/9 スポーツレクリエーションフェスティバル 市民の森スポーツ公園 

12/3 歳末たすけあいバザー 模擬店担当 中央福祉センター 

12/9 日野市総合防災訓練 中央公園 

12/13 災害ボランティアセンター立ち上げ訓練 市民会館展示室 

6/11 みんなの遊友ランド  
日野市民の森ふれあい

ホール 

8/5 日野市民でつくる防災・減災シンポジウム 実践女子大 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・従来型の学校を会場として健常児を対象とした児童イベントを継承

しながらも、障害児・者を対象としたイベントや、災害弱者となって

しまう若年層へ、遊びの中から自然と身につく災害時の防災教育に傾

注している。 

 

事 業 名 日野市生活困窮者等子どもの学習等支援（新規） 

事業形態 受託事業（日野市） 

財源内訳 受託金、利用料、繰入金 

担当係 地域支援係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにつくる 

目的 

生活困窮世帯等で、家庭環境や社会生活上の課題を抱えた子どもを対

象に、居場所や学習の支援を通してコミュニケーション能力や学習習

慣等の育成を行う。また、高校への進学を目標とした学習等支援業務

を行い、貧困の連鎖を食い止め、社会的自立を図る。 
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事業内容 ほっとも・南平の運営 

実績報告 

「ほっとも」は、生活困窮者自立支援法に基づき日野市が実施する

子どもの学習等支援事業。市内で、多摩平、高幡、日野に続き 4 ヶ所

目を開設するにあたり公募があり、プロポーザルに参加し受託するこ

とになった。 

愛称である「ほっとも」は、「ほっと」する「とも（だち）」が集

える場所という意味で名づけられている。 

ほっとも・南平は、主に平山中学校と七生中学校の学区を受け持

ち、7月 24日に開始した。 

１）事業内容 

  毎週月・木 16:30～20:00 

  小・中学生併せて定員 25名。 

中学生は主に学習支援、小学生は主に居場所支援を行う。 

  1食 300円で夕食を提供する。帰りは必要に応じ自宅まで送る。 

２）利用対象者 

子ども家庭支援センターや、生活保護のケースワーカー等、関係

者からの推薦で、日野市セーフティネットコールセンターで判断

し、紹介された子ども。 

平成 29年度末の登録者は中学生 2名、小学生 6名。 

うち小学生 4名が常時来所している。 

３）支援者 

  社会福祉協議会職員を統括責任者（または管理責任者）として配

置、加えて、学習支援コーディネーター1 人、居場所指導員 1 人を

配置。 

その他、子どもの人数に応じて大学生等の学習サポーター５名が

交替で勤務した。また夕食作りにおいては、状況に応じて社会福祉

協議会職員 1人がスタッフとして対応している。 

また、帝京大学の折り紙ボランティアを初め、ボランティアも関

わっている。 

４）事業開催回数・参加者 

 開催回数   ６３回 

 参加者    延べ２２８人 

 スタッフ   延べ２６２人 

 ボランティア 延べ２９人 

５）関係会議への出席 

開催日 参加者 

7/19 市内ほっとも担当者情報交換会 

7/19 子ども家庭支援センター関係者連絡会（西地区） 

7/25 子ども家庭支援センター関係者連絡会（東地区） 

2/28 子ども家庭支援センター連絡協議会（七生中地区） 

3/2 市内ほっとも担当者情報交換会 
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事業効果・評価 

方向性等 

・登録している利用者でも、途中から来られなくなったり、初めから

なかなか来ることができない子がいたりと、市や関係者と連絡を取り

合って、丁寧に対応していく必要がある。 

・クリスマス等のイベント時に加え、日々の食材や調味料等、フード

バンクＴＡＭＡからの支援を受けて、内容を充実させることができて

いる。 

・まだ利用者が少ないが、今後徐々に増える見込み。人数が増えた時

点で、場所や食事の提供の仕方等、検討する必要がある。 

 また、今後徐々にイベントの充実も検討する必要がある。 
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在宅福祉事業 

事 業 名 在宅高齢者ケアサービス事業 

事業形態 補助事業（日野市） 

財源内訳 補助金、利用料、参加費 

担当係 在宅サービス係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目  的 
日常生活に支援が必要な市内在住の65歳以上の方に対し、家事援助等

を中心とした会員制の市民参加型在宅サービスを実施することで、在

宅生活を支援する。 

事業内容 １．利用会員（在宅高齢者）への生活支援 

実績報告 

１） 職員の体制 

日野市高齢者福祉総合計画において取り入れられた４つの日常生活

圏域に合わせて、相談員（職員）を配置している。 

■ひの圏域 

  日野本町・神明・日野台１～３丁目・栄町・新町・万願寺・上田 

川辺堀之内・日野・宮・石田（浅川北）・石田１、２丁目 

■とよだ圏域 

  豊田・東豊田・多摩平・富士町・旭が丘 2、5、6丁目、大坂上 

日野台 4、5丁目 

■ひらやま圏域 

南平・東平山・西平山・平山・旭が丘 1、3、4丁目 

■たかはた圏域 

高幡・新井・三沢・落川・程久保・百草・石田（浅川南） 

２）活動実績 

①会員数及びサービス利用者・活動者数 

 

利用会員 協力会員 

会員数 
利用者数 

（月平均） 
会員数 

活動者数 

（月平均） 

29 年度 472 人 168人 151 人 79人 

28 年度 482 人 170人 166 人 80人 

※月平均は小数点以下四捨五入。 

②延べ利用時間と延べ利用件数 

 利用時間 利用件数 

29 年度 10,095 時間 6,414 件 

28 年度 10,793 時間 6,875 件 

 ③サービス内容 

 家事援助 
身の回り

の世話 

外出の 

付き添い 
その他 

29 年度 1,883 件 171件 319件 214件 

28 年度 1,895 件 259件 284件 272件 
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事業効果・評価 

方向性等 

・通院や外出時の付添等、介護保険外のサービスでの利用依頼が増え

ている。 

・サービスが入ることに慣れていない高齢者が一時的に利用し、その

後介護保険に移行するケースも増えている。 

事業内容 ２．協力会員の確保・育成 

実績報告 

１）協力会員募集 

 事業説明会及び法人全体の活動協力者説明会において事業説明と活

動相談を実施した。また、社協だよりに募集記事を掲載したほか、地

域イベントに出向いて事業説明を行った。 

開催日 場所 参加者 

7/6 中央福祉センター 7人 

11/21 勤労青年会館 1人 

11/29 福祉支援センター 3人 

2/23 ゆいま～る食堂 5人 

２）協力会員研修会 

 日野市介護人材育成研修「介護実技研修」「調理実習」に参加。 

開催日 場所 参加者 

9/9 中央福祉センター １人 

9/30 中央福祉センター １人 

11/29 東部会館 ７人 

３）協力会員事例検討会 

 日ごろの活動で起こりうる事例を基にグループ討議を行い、今後の

活動のヒントを得てもらった。 

開催日 場所 参加者 

6/30 多摩平交流センター 18人 

7/5 福祉支援センター 7人 

４）協力会員情報交換会 

 日ごろの活動内容について情報を共有するとともに、改めて報告書

等の書き方についての説明。及び４月から始まる総合事業についての

説明を行った。 

開催日 場所 参加者 

3/19 福祉支援センター 20人 

3/20 男女平等推進センター 14人 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・現在活動している協力会員に対し、研修等を利用して長く続けてい

ただけるよう努める。 

・事例を基にした検討会を行うことで、協力会員同士で検討し、解決

に向けた話し合いを行うことが出来た。 

・協力会員としての担い手が減少しているため、新規協力会員の募集

に力を入れる。 

・入会説明会の実施方法についての見直しを行い、新規協力会員の募

集方法についてさらに検討していく。 
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事業内容 ３．会員同士の交流 

実績報告 

１）クラブ活動 

将棋クラブ：定期活動（第 4 金）と自主練習日（第 2 火）を設

け、駒を並べるところからお互いに教え合い、聞き

ながらの活動を行っている。 

英会話クラブ：現役時代の経験を活かして、利用会員が講師とな

り、月に１回実用英会話の講習会を行っている。 

料理クラブ：利用会員・協力会員それぞれが意見を出し合い、毎

回メニューを決めることから始まり、楽においしく

できる料理を教え合う場となっている。 

２）おしゃべりサロン 

地域の散策や様々な会場を利用し、利用・協力会員双方が参加す

る、意見交換の場を設定。 

開催日 内容 参加者 

4/21 血管年齢・肌年齢測定 14人 

5/26 美術館・ランチバイキング 21人 

6/22 体力測定 14人 

9/27 映画会 22人 

11/22 体力測定 10人 

12/19 リンパマッサージとお楽しみ会 20人 

3/2 お雛様を愛でる会・昼食会 29人 

３）はつらつ体操 

毎月１回、楽しく気軽に介護予防になる体操教室（利用・協力会員

向け）を開催。 

  講師：木村明美 氏（介護予防指導士） 

開催日 出席者 開催日 出席者 開催日 出席者 

4/21 21人 5/12 14人 6/23 15人 

7/28 16人 8/25 16人 9/29 13人 

10/27 16人 11/24 17人 12/15 16人 

1/26 14人 2/9 13人 3/23 18人 

４）会員交流会 

 ケアサービス利用・協力会員相互の交流事業の開催。 

開催日 内容 参加者 

10/31 銀座懐石ランチと築地・NHK見学の旅 38人 

1/25 新年会 27人 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・クラブ活動、おしゃべりサロン等を通して会員相互が交流できる場

となっている。 

・利用会員にとって気楽に外出できる機会となるような企画を継続し

て計画していく。 

・久しぶりに開催した手作り昼食会では多くの会員の参加があり、参

加者からはとても好評であった。 
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事業内容 ４．情報発信 

実績報告 

１）広報紙「ひの社協だより」への掲載 

２）会報誌「ねっとわーく」の発行 

  毎月１回会員向けに発行。各号約 650部発行。 

事業効果・評価 

方向性等 

・協力会員数の不足が課題となっている。会員募集の方法について見

直し、検討を図っていく。 

 

事 業 名 第 1 号訪問事業生活援助型 

事業形態 介護保険事業（日野市） 

財源内訳 利用料、介護保険事業収入 

担当係 在宅サービス係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目  的 
高齢者が住み慣れた自宅でいつまでも安心して暮らせるよう、ヘルパー

が訪問して高齢者自身の自らの能力を最大限に活かしながら生活援助を

行うことで、要介護状態にならないように予防することを目指す。 

事業内容 １．開業準備 

実績報告 

本事業は、介護予防・日常生活支援総合事業の一つ。平成 30 年度か

らの事業開始に向けて、事業所を開設するとともに開業準備を行っ

た。 

１）事業説明会 

 平成 30 年度からの事業開始にあたり、在宅高齢者ケアサービス事業

協力会員に対し、事業説明と総合事業登録ヘルパーの募集を行った。

21人の方から登録ヘルパー希望があった。 

開催日 場所 参加者 

10/3 多摩平交流センター 20人 

10/11 福祉支援センター 17人 

２）従事者研修 

 登録ヘルパー希望者のうち介護に関する資格のない方を対象に、市

主催の研修（2日間）に参加した。 

開催日 参加者 

12/20,22 10人 

３）指定事業申請 

 事業所の開設にあたり、市に申請を行って指定を受けた。 

 事業所名 ひの助サービス（事業所番号 13A3500223） 

事業効果・評価 

方向性等 

・30 年度からの開業にあたり、在宅高齢者ケアサービス事業協力会員

向けの説明会や個別相談を重ね、21 人の方がヘルパーとして登録し

た。 

・在宅高齢者ケアサービス事業と異なる点を整理しながら、開業準備

を進めた。 
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事 業 名 移送サービス（日野ハンディキャブ）事業 

事業形態 補助事業（日野市） 

財源内訳 補助金、利用料 

担当係 地域支援係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目  的 公共交通機関での移動が困難な市内在住・在宅の高齢者や障害者が気

軽に外出できるよう、福祉車両を使い外出支援を行う。 

事業内容 １．在宅高齢者や障害者の外出支援 

実績報告 

 日野市有償福祉運送運営協議会の協議を経て、国土交通省に登録

し、有償旅客運送を実施。車椅子対応リフト付きワゴン車（福祉車

両）で、市内在住の移動困難となった高齢者や障害者を、運転ボラン

ティアが自宅から目的地まで搬送。 

 要件を満たす登録者（市民税非課税で要介護３・４・５または下肢

か体幹機能障害の障害者手帳１級か２級所持）が利用した場合、利用

料金の一部を日野市が補助。 

 １）実績 

 車両 
運転 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

利用 

登録者 
利用件数 走行距離 

29 年度 8台 20人 368人 2,981 件 29,492㎞ 

28 年度 8台 17人 348人 2,636 件 25,614㎞ 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・移動困難者に対して有効な事業であり、市内でも最大規模で運行し

利用者や福祉関係者から支持を得ている。 

・事業に携わる事務量が多く、効率化や改善を図っていく。 

・利用件数、走行距離が再び増加しているので、引き続き、ひの社協

だより等で広報周知に努める。 

事業内容 ２．相談支援 

実績報告 

日野市の 4 つの生活圏域（ひの・とよだ・ひらやま・たかはた）に職

員を配置し、利用希望者に対し当該地区の担当者が訪問し事業の説

明・申請受付をしている。 

あわせて訪問時、当事業以外の事案についても相談、他の事業の紹介

等も行っている。 

事業効果・評価 

方向性等 

・当事業が利用できる方には担当ケアマネージャー等の支援者がいる

が、支援者の知らないインフォーマルサービス等の情報提供をしてい

く。 
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事業内容 ３．安全管理（運転協力者への講習義務付け） 

実績報告 

１）福祉有償運送運転者講習・セダン等運転者講習 

  新規に加入した運転ボランティアが、東京ハンディキャブ協会の

主催する講習会に参加。 

開催日 場所 参加者 

8/26-27 中央福祉センター 2 人 

12/9-10 世田谷ﾊﾝﾃﾞｨｷｬﾌﾞ区民の会 2 人 

２）患者等搬送乗務員講習・再講習 

  運転ボランティアが利用者の状態の理解と緊急時の適切な対応が

できるよう、東京防災救急協会が主催する講習会に参加。 

開催日 内容 場所 参加者 

6/12,7/13 

8/10,1/9 
再講習 

麹町消防署 

7 人 

6/20-21 

7/6-7 

9/5-6 

2/6-7 

新規講習 5 人 

３）安全運転研修 

  安全運転が必要な運転ボランティアが研修に参加。 

開催日 場所 参加者 

6/13 
マジオドライバーズスク

ール多摩校 
1 人 

４）安全運転者講習会 

  日野警察署から署員を講師として招き実施した。 

  開催日 3/5(月) 

事業効果・評価 

方向性等 

・平日に毎日運行があり、事故に関しては細心の注意が必要である。

講習はドライバー自身の振り返りも含め、継続していく必要がある。 

事業内容 ４．関係機関との情報共有・連携強化 

実績報告 

１）日野市有償福祉運送運営協議会 

  道路運送法による登録の更新を行うため、市が主催し地域の関係

者がその運送の必要性を協議する会議に出席。 

  開催日 11/16（木） 

  場 所 日野市役所 504 会議室 

事業効果・評価 

方向性等 

・年に一度の運営協議会なので、情報共有や連携が難しい。 

・行政側も運営協議会は福祉政策課、補助金請求は高齢福祉課と分担

されているため情報共有や連携が難しい。利用者支援には行政との連

携は必要不可欠であるため、どのような連携が図れるのか検討する。 
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事 業 名 高齢者食事宅配サービス事業 

事業形態 受託事業（日野市） 

財源内訳 受託金、歳末たすけあい募金配分金 

担当係 総務係、在宅サービス係 

地域福祉活動計画

における視点 
ともにみまもる 

目  的 

地域で孤立しがちな在宅高齢者に、栄養管理のされた昼食を提供することに

より、健康を保つことを目指す。 

弁当配達時に安否確認を行い、孤立化の未然防止・緊急時の早期発見・自立

生活の支援を行う。 

事業内容 １．在宅高齢者への食の確保並びに栄養改善 

実績報告 

１）新規申込者数 

 申込者数 内訳 

29年度 129人 
ひとり暮らし：80件 高齢者世帯：40件 

日中ひとり：  7件 その他：   2件 

28年度 117件 
ひとり暮らし：65件 高齢者世帯：45件 

日中ひとり：  6件 その他：   1件 
 

事業内容 ２．地域で孤立する高齢者への見守り・安否確認 

実績報告 

１）配食業務委託事業者 5事業所 

①(社福）マザアス   ②(社福）隆山會 ③(社福）夢ふうせん 

④㈱ベルハート・エール ⑤(NPO法人) 福祉カフェテリア 

２）実績 

 利用者数 配食数 内訳 

29年度 3,409人 54,029食 

①19,747食 ②7,438食 

③ 7,005食 ④3,812食 

⑤16,027食 

28年度 3,318人 54,731食 

①18,535食 ②7,819食 

③ 5,113食 ④1,897食 

⑤12,793食 ⑥8,574食※ 

※⑥㈲四季会席葵：平成28年度を以って契約終了 

３）事業所見学 

  配食業者から調理や配達工程等について説明を受けた。 

実施日 見学先 

6/29（木） 福祉カフェテリア、マザアス、豊かな里 

7/6（木） ベルハート・エール、夢ふうせん 
 

事業内容 ３．見守り体制の強化・連携 

 

１）利用者管理台帳（データベース）の改修 

２）総務係から在宅サービス係への移行準備 

 本事業とケアサービス事業の利用者が重複していること、在宅で暮らす高

齢者の支援及び生活全体を見守ることを目的に、総務係から在宅サービス係
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へ本事業を移行することとした。 

スケジュールや事務手続き等の調整とともに、日野市高齢福祉課や配食事

業者への説明、地域包括支援センター等への案内を行った。 

３）在宅サービス係へ業務移行 

平成29年10月から在宅サービス係へ業務を移行した。圏域ごとに担当する職

員が相談員となり実施している。 

事業効果・評価 

方向性等 

・家族や支援者からの利用希望が多く、在宅で暮らす高齢者の食の確保並び

に安否確認（見守り）としての要望は多い。 

・管理台帳を改修し、利用者についての変化・連絡事項をケース記録（日々

の変化）としてデータ化できるようなった。 

・総務係から在宅サービス係へ業務移行したことで、担当地域の相談員が家

事援助や配食サービスの相談について一括して受けられるようになり、顔の

見えやすい関係ができてきた。 

 

事 業 名 車椅子貸出事業 

事業形態 独自事業 

財源内訳 利用料 

担当係 総務係 

地域福祉活動計画

における視点 
ともにみまもる 

目  的 高齢、障害、怪我等で歩行が困難な方に短期間の車椅子の貸出を行う。 

事業内容 １．利用状況の把握、在庫管理 

実績報告 

１）市内在住の高齢者や障害者、傷病等による歩行困難者を対象に、一時的

に車椅子を貸出。 

 貸出件数 

29年度  224件 

28年度 185件 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・貸出を行っている日野事務所及び高幡事務所の在庫管理及び点検を徹底

し、市民の方が貸出を希望する際、車椅子が不足しているといった状況が無

いよう工夫した。 
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事 業 名 コミュニケーション支援事業 

事業形態 補助事業（日野市） 

財源内訳 補助金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計画

における視点 
ともにみまもる 

目  的 

聴覚障害者の情報保障やコミュニケーションの円滑化を図り、社会参加の機

会向上のため、手話通訳者を派遣する。聴覚障害者が地域で安心して暮らせ

るよう相談を受け、関係機関と連携して支援する。 

事業内容 １．利用者支援 

実績報告 

１）利用登録者 

 登録者数（うち新規登録） 

29年度 68人（3人） 

28年度 66人（7人） 

２）手話通訳者 

 登録者数 

29年度 12人 

28年度 16人 

３）利用者懇談会 

日時 6/29(木) 19：00～20：30 

  参加者 6人 

事業効果・評価 

方向性等 

・窓口においても聴覚障害者の相談や支援を適宜行っている。専門的な内容

の相談も多く、日野市役所に常駐している設置通訳者へ繋がるよう案内をし

ている。 

・日野市身体障害者（聴覚）相談員と連携し、利用者の相談支援を行った。

利用者支援の観点から、引き続き連携を図っていきたい。 

・登録手話通訳者が減少した。聴覚障害者の情報保障の観点から登録者を増

やす方法を検討していく。 

・利用者懇談会を開催し、利用者の意見を聞くことができた。関係機関へフ

ィードバックし、今後より一層の利用者支援を目指す。 

事業内容 ２．手話通訳者の派遣・調整 

実績報告 

聴覚障害者に対して手話通訳者・要約筆記者を派遣し、当該聴覚障害者の

日常生活を支援。 

１）実績 （ ）内は東京手話通訳等派遣センター数 

 利用者数 利用件数 通訳者数 派遣回数 

29年度  46人 325件（109件） 13人 346回（148回） 

28年度 39人 312件（160件） 16人 239回（221回） 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・障害者差別解消法が施行され、合理的配慮として市主催イベントに手話通

訳者が配置されるようになったため、市からの通訳依頼が増加している。 
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事業内容 ３．登録手話通訳者の資質向上 

実績報告 

日野市登録手話通訳者として契約した者に対して、日野市聴覚障害者協会

の協力を得てスキルアップ研修を行った。 

１）研修 

開催日 内容 受講者 

6/15 通訳時においての心構え、聞き取り表現等 9人 

7/13 通訳者としての自覚を高めるために 10人 

8/17 通訳者としての心構え 8人 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・障害者差別解消法が施行され、手話通訳者の必要性がますます高まってい

る。今後も手話通訳者に対し手厚いフォローアップを行い、手話技術の向上

を図っていく。 
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ボランティア活動推進事業 

事 業 名 日野市ボランティア・センター 

事業形態 独自事業 

財源内訳 参加費、手数料、寄附金、歳末たすけあい募金配分金、繰入金 

担当係 ボランティア係 

地域福祉活動計画

における視点 
ともにつくる 

目  的 

地域でボランティアを必要とする人と、地域に貢献したい人とをつなげる役

割を果たす。 

多様な情報ネットワークを活用したボランティア情報の収集・発信を行う。 

事業内容 １．ボランティア相談・コーディネート 

実績報告 

１）ボランティア企画調整部会 

 ボランティア窓口相談員から企画調整部会員として 3 人選出し、ボランテ

ィアセンター運営のための企画調整会議を毎月開催 

２）ボランティアセンター窓口相談 

10時から 15時の時間帯に「ボランティア窓口相談員（3人）」を配置し、

市民参加によるボランティアに関する相談・調整を実施。 

①ボランティア登録者・活動者数 

 
個人 団体 

登録者 活動者 登録団体 活動団体 

29年度  346人 延べ378人 71団体 延べ71団体 

28年度  371人 延べ351人 59団体 延べ69団体 

※活動者に昨年度から継続的に活動している人数は含まない。 

②コーディネート結果 

 ニード受付 成立 

29年度  275件 215件 

28年度  276件 225件 

※活動者に昨年度から継続的に活動している人数は含まない。 

③相談員連絡会 

 ボランティアセンターの事業検討、コーディネート状況の情報共有のた

め、連絡会を毎月開催 

３）ボランティアセンター相談受付システムの導入 

ボランティアコーディネートを効率的・効果的に行うための相談システム

の導入をし運用した。 

事業効果・評価 

方向性等 

・平成 29年度は、団体登録が増加した。背景として、公民館などのサークル

などへの声掛けと、口コミ等の紹介によるものが多くみられる。 
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事業内容 ２．ボランティアの育成・研修事業 

実績報告 

１）夏の体験ボランティア2017 

小学生以上の学生及び一般の方を対象とした、夏休み期間中のボランティ

ア体験学習を実施。市内の福祉施設等68団体にご協力いただいた。 

①実績 

 期間 活動先 参加者 

29年度 7/20-8/31 68施設・団体 439人 

28年度 7/20-8/31 68施設・団体 353人 

②説明会 

開催日 場所 施設 参加者 ボランティア 

7/8 日野第一中学校 食堂 58 124人 7人 

③日野市ボランティア・センター企画プログラム 

開催日 内容 参加者 

8/3,10 

8/24 

子どもマジック☆ボランティア 

講師 日野マジッククラブ 
8人 

7/29 
ナバホ織をつくってみよう 

講師 ハンドメイドラバーズ 
11人 

7/31 

8/4 

点字のメニューをつくってみよう！ 

講師 西田 梓 氏 
12人 

8/27 
竹で炊ける！サバイバルごはん 

講師 日野市社会福祉協議会 児童部会 
25人 

④地域団体での夏ボラ説明会 

開催日 場所 参加者 

6/2 実践女子大学 生活文化学科 心理専攻 35人 

6/14 日野台高校 323人 

6/30 日野第三中学校 15人 

7/4 実践女子大学 生活文化学科 保育専攻 約100人 

２）日野傾聴ボランティア「りっすん」の活動支援 

傾聴ボランティア養成講座の受講者を対象に傾聴ボランティア同士の横

の連携や、多面的な活動を展開していくことを目指し支援を行った。 

①情報交換会 6回開催（奇数月第3木曜日） 

  傾聴活動の情報交換を目的に、情報交換会を実施。 

開催日 内容 

5/18 
自閉症についての理解 

NHKスペシャル「君が僕の息子について教えてくれたこと」鑑賞 

7/20 
自閉症についての理解 

NHKスペシャル「自閉症の君が教えてくれたこと」鑑賞 

9/14 
認知症についての勉強会 

講師 介護老人保健施設ロベリア 看護長 宮本芳恵 氏 

11/16 
貧困についての勉強会 

「ホームレスと出会う子どもたち」ＤＶＤ上映 
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1/18 
子どもの貧困についての勉強会 

講師 NPO法人フードバンクTAMA 事務局長 芝田晴一朗 氏 

3/15 情報交換 

②傾聴ボランティア入門講座 

「聴くこと（傾聴）」の意味、大切さを理解し、実践していくためのボラ

ンティア講座を開催した。 

開催日 内容 参加者 

1/26 ＮＰＯ法人Ｐ．Ｌ．Ａによる講習 

20人 
2/2,9,16 

認知症についての講習会 

講師 介護老人保健施設ロベリア 看護長 

宮本芳恵 氏 

内容 ・認知症とは 

・認知症のある人への接し方 

・「寄り添う」とは何か 

2/23 

施設見学 

愛の家ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ日野万願寺、多摩あんしん館 

リルセーヌ多摩平の森、あすなろ 

３）三菱東京ＵＦＪ銀行Ｃ．Ｃ．Ｐ研修 

三菱東京ＵＦＪ銀行新入社員を対象に、地域社会の中でボランティア活動

を体験することで、社会の一員として人や社会に自分ができることを積極的

に提供していく姿勢を身につけてもらうための研修を、市内福祉施設等の協

力を得て行った。 

①ボランティア体験研修 

日程 内容 場所 

5/23 ボランティア体験研修① 対象施設※ 

5/24 振り返りと準備 三菱東京ＵＦＪ銀行研修会場 

5/25 ボランティア体験研修② 対象施設※ 

5/26 振り返り 三菱東京ＵＦＪ銀行研修会場 

※対象施設 

つくしんぼ保育園、万願寺保育園、すずかけの家、光の家、七生福祉園 

マザアス、浅川苑 

 ②三菱東京ＵＦＪ銀行ＣＣＰ研修地域説明会 

日程 内容 場所 

3/20 ＣＣＰ研修地域説明会 中央福祉センター 

４）福祉体験講座 

体験や当事者の講演を通して、福祉や障害のある方について学ぶ機会を提

供することを目的に、福祉施設職員、ボランティア等と共に講座を実施。 

開催日 内容 場所 対象者 

7/13 車椅子体験 明星大学 大学生 

9/19 

車椅子体験、ブラインドウォーク体験 

講師 山田彰一 氏（車椅子利用者）

河野泰弘 氏（視覚障害者） 

日野第七

小学校 
4年生94人 

10/10 
車椅子体験、ブラインドウォーク体験 

講師 山田彰一氏(車椅子利用者） 

東光寺 

小学校 
4年生79人 
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10/21 車椅子体験、ブラインドウォーク体験 
潤徳 

小学校 
4年生127人 

10/26 

車椅子体験、ブラインドウォーク体験 

講師 山田彰一 氏（車椅子利用者） 

田辺邦夫 氏（視覚障害者） 

旭が丘 

小学校 
4年生94人 

11/21 
聴覚障害当事者による講話 

講師 堀場照美 氏（聴覚障害者） 

日野第八

小学校 
3年生103人 

11/22 ブラインドウォーク体験 
日野第四

小学校 
4年生120人 

11/27 

肢体不自由当事者及び視覚障害当事者

による講話 

講師 山田彰一氏（車椅子利用者） 

河野泰弘氏（視覚障害者） 

日野第八

小学校 
3年生103人 

11/28 

車椅子体験、ブラインドウォーク体験 

講師 山田彰一 氏（車椅子利用者）

河野泰弘氏（視覚障害者） 

七生 

中学校 
3年生161人 

1/26 
ブラインドウォーク体験 

講師 菊地美由紀 氏（視覚障害者） 
南平小学校 5年生84人 

2/13 
車椅子体験 

講師 山田彰一 氏（車椅子利用者） 
南平小学校 6年生80人 

2/27 

車椅子体験、ブラインドウォーク体験 

講師 山田彰一 氏（車椅子利用者）

河野泰弘氏（視覚障害者） 

日野第五

小学校 
4年生96人 

3/9 

車椅子体験、ブラインドウォーク体験 

講師 山田彰一 氏（車椅子利用者）

河野泰弘氏（視覚障害者） 

日野第三

中学校 
1年生109人 

3/31 

車椅子体験、足漕ぎ車椅子COGY体験 

当事者体験談 

山田彰一 氏（車椅子利用者） 

舘野育夫 氏（COGY利用者） 

スプリング

フェスタ 
107人 

５）都立南平高校「奉仕」ＨＵＧ体験の支援 

都立南平高校１年生を対象とした「人間と社会」の授業においてＨＵＧ（

避難所運営ゲーム）を各クラスで実施するにあたり、防災減災活動に取組む

大学生と共に支援を行った。 

開催日 内容 

6/24 生徒向け事前レクチャー 

7/18 ＨＵＧの実施支援 

６）ボランティア入門講座 

開催日 場所 内容 参加者 

6/23 せせらぎ農園 
コミュニティガーデン

を学ぼう 
2人 

７）キッズ本格おしごと体験 

 それぞれの専門家から子供たちが 、いろな職業の存在を学び将来の自分を

考える機会提供した。 
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開催日 場所 内容 参加者 

8/11-12 イオンホール 

福祉体験 

・車椅子体験 

・高齢者疑似体験 

子ども記者体験 

180人 

(内子ども90人) 

８）第１５回 ボランティア交流会 

ボランティアセンターへの登録者はじめ市内でのボランティア活動を行っ

ている人や活動に関心のある方を対象に日頃の活動への感謝を伝え、またボ

ランティア同士の情報交換と交流の場をつくった。 

 
 

開催日 内 容 場 所 参加者 

3/6 

・講演会「子どもの貧困、今私たちにで

きること」 

講師 芝田晴一朗 氏（ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸTAMA） 

・よさこい披露 

国際ボランティア学生協会 IVUSA 

・民謡演奏 

藤本夕照 先生（藤本流 大師範） 

高橋正秋 さん（東京光の家） 

新町交流 

ｾﾝﾀｰ 
76人 

事業効果・評価 

方向性等 

・夏の体験ボランティア 2017の参加者は、昨年と比較して大幅に増加した。

理由としては、昨年に引き続き都立日野台高等学校一学年の生徒が「人間と

社会」の授業の一環として参加したことと、実践女子大学が授業の一環とし

て参加したことが挙げられる。 

・三菱東京ＵＦＪ銀行Ｃ．Ｃ．Ｐ研修は、新人職員の研修だけでなく、各受

け入れ施設にとって、利用者と他者との機会をつくることや、施設職員の意

識と意欲の向上の機会になっている。 

・都立南平高校１年生を対象とした「人間と社会」の授業においてＨＵＧの

実施に関して、明星大学・中央大学の学生に協力を得て行った。 

・キッズ本格おしごと体験は、今年初めての取組みだった。イオンモール多

摩平の森が主催で行われたイベントでは、大勢の子どもたちの参加があり、

福祉体験とまち記者体験を行った。多くの子どもたちに体験を通して福祉に

ついての理解を広めることが出来た。また、まち記者体験では子どもと一緒

に参加した保護者がまち記者登録につながった。 

・福祉体験講座では、スプリングフェスタ実行委員からの依頼により、初め

て参加したが、幅広い年齢層に関心を持ってもらい体験してもらえた。 
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事業内容 ３．多様なネットワークの構築 

実績報告 

１）大学との連携強化 

①学生活動パネル展示in市役所実施支援 

開催日 内容 参加者 

4/3-7 

多摩地区６大学（明星大学、実践女子大学、東京薬

科大学、法政大学、中央大学、首都大学東京）によ

る学生のボランティア活動のパネル展示 

市役所 

1Fロビー 

利用者 

②多摩地区６大学ネットワーク会議 

開催日 出席団体 参加者 

12/5 
明星大学、中央大学、法政大学、首都大学東京、地

域協働課、八王子ＶＣ、日野ＶＣ 
17人 

12/19 
明星大学、中央大学、法政大学、首都大学東京、地

域協働課、八王子ＶＣ、日野ＶＣ 
22人 

③首都大学東京ボランティアセンタースポーツボランティア事前学習 

開催日 内容 参加者 

6/24 みんなといっしょの運動会活動紹介 24人 

④地域発見！公務員と巡る五感で感じるバスツアー（中央大学）企画運営

協力 

開催日 内容 場所 参加者 

5/24 
地域課題とその解決策を実践されて

いる地域リーダーのお話を聞く 

落川交流セン

ター、七ツ塚

ファーマーズ

センター 

21人 

6/17 
地域課題とその解決策を実践されて

いる地域リーダーのお話を聞く 

せせらぎ農園

、子どもへの

まなざし 

22人 

10/15 
地域プレゼンテーション（まちづく

り市民フェア2017内） 

市民の森ふれあ

いホール 
約60人 

⑤帝京大学 「市民参加・ボランティア論Ⅰ」 ゲストスピーカー 

開催日 内容 参加者 

6/30 
社会福祉協議会と地域のボランティアセンターの役

割 
32人 

⑥第４回大学生ボランティア活動展＆イベント2018 

～被災地と多摩地域のかけはし～企画運営協力 

開催日 内容 場所 参加者 

2/14-18 

多摩地区６大学の学生によるボラン

ティア活動パネル展示、防災イベン

ト、活動発表（市内中学生を含む） 

※日野一中ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ部協力 

ｲｵﾝﾓｰﾙ 

多摩平の

森 

パネル展示 

1,000人 

防災イベント 

1,500人 

スタッフ延べ 

150人 
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⑦中央大学での講義 

開催日 内容 参加者 

5/24 公務員になりたい人のためのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ講座（1回目） 42人 

6/9 公務員になりたい人のためのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ講座（2回目） 57人 

⑧明星大学フィールドワーク（渡戸先生） 

開催日 内容 場所 参加者 

10/10 ボランティア・市民活動の説明 
ひの市民活動支援

センター 
12人 

⑨首都大学東京ボランティアセンター大学生ボランティアの活動報告会 

 開催日 3/10 

⑩中央大学ボランティアセンター5周年記念シンポジウム 

 開催日 3/10 

２）他団体との連携強化 

①ＮＰＯ法人フードバンクＴＡＭＡ シンポジウムの実施 

開催日 内容 場所 参加者 

4/15 「共に考える“子どもの貧困”」 

中央福祉センター 

約60人 

11/18 
「もっと身近に考えたい！子ども

の貧困と未来」 
45人 

②フードバンクＴＡＭＡ＆町田ゼルビア フードドライブ活動 

開催日 内容 場所 総重量 

10/29 
家庭にある食料を持ち寄

る活動 

町田市立陸上競技場 230kg 

③公益社団法人日本青年会議所関東地区 東京ブロック協議会パネラー出席 

開催日 内容 場所 

5/28 
第46回東京ブロック大会三鷹大会「地域総合防

災戦略会議～顔の見える関係構築に向けて～」 

三鷹市防災中

央公園 

④首都直下地震時の災害ボランティア活動連携訓練ワーキングチーム参加 

開催日 内容 場所 

3/14 

災害時広域連携について 

ワーキングチームとして企画から運営まで参加

した。 

飯田橋レイン

ボービル大会

議室・C会議室 

３）東京ファシリテーションクラブ・日野 勉強会講師 

開催日 内容 場所 参加者 

6/25 避難所運営ゲーム（ＨＵＧ） 中央福祉センター 15人 

４）都立南平高校 ＨＵＧ体験の支援 

都立南平高校１年生の「人間と社会」の授業においてＨＵＧ（避難所運営

ゲーム）を各クラスで実施するにあたり、大学ボランティアセンター職員と

共に支援を行った。 
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開催日 内容 協力団体 

7/18 ＨＵＧの実施支援(1回目) 
中央大学チーム防災・明星大学Fine 

12/21 ＨＵＧの実施支援(2回目) 

５）ご近所会議 

 公民館、ひの児童館、日野市ボランティア・センター、日野図書館による

連携会議 

開催日 内容 場所 

4/26 ゆるカフェ企画 

中央公民館 

5/31 情報共有 

7/28 七夕企画のふりかえり 

10/11 ハロウィーン企画 

11/24 情報共有 

12/14 ゆるカフェ企画、おむすびキッチン企画 

1/25 ゆるカフェ企画 

2/28 ゆるカフェ企画 

3/23 ゆるカフェ企画、おむすびキッチン企画 

６）ゆるカフェ 

開催日 内容 場所 

4/18 こいのぼり作成 

中央公民館 

6/28 七夕飾り作成 

7/1～7 七夕イベント 

9/14 「ひの百ものがたり」朗読、紙芝居 

10/25 ハロウィンイベント 

12/20 クリスマスイベント（ハンドベル演奏） 

1/17 紙芝居、朗読 

2/22 大学生による折り紙教室、琴の演奏 

3/14 お手玉づくり 

７）「みんなの遊・友ランド」を通して障害児支援関係者との連携づくり 

開催日 内容 場所 参加者 

5/31 

知的障害児の理解と接し方につ

いて、ボランティア交流 

講師 七生特別支援学校 

八王子東特別支援学校 

明星大学 52人 

6/11 みんなの遊・友ランド 

市民の森ふ

れあいホー

ル 

555人 

（内ボランティ

ア218人） 

6/22 

ボランティア交流会 

みんなの遊・友ランドに関わっ

たボランティア同士の交流会 

明星大学 15人 

８）日野宿通り周辺『賑わいのあるまちづくり』プロジェクト実行委員会へ

の参加 
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 ①キョテン107運営 

日野宿通り周辺『賑わいのあるまちづくり』プロジェクト実行委員会が行

う地域活性の企画や人と人を繋ぐ役割を持つ地域の拠点として、毎日日替わ

りで担当者（ボランティア）が運営している。 

 ②キャナルマーケットの開催（毎月開催） 

 毎月、日野駅前広場で市内の店舗が出店することにより、楽しみながら市

内の飲食店の紹介をするイベントを開催 

９）市民活動団体連絡会との連携 

①まちづくり市民フェア2017 

 実行委員として企画・運営を行った。 

開催日 内容 場所 参加者 

10/15 

ブース展示 

紙食器づくり 

ボランティア相談 

実行委員企画 講演会 

「ひとがつながる居場所のちから」 

市民の森

ふれあい

ホール 

全体来場者 

1,075人 

講演会 

65人 

②「まち活」ＮＰＯ法人ひの市民活動団体連絡会との共同開催 

開催日 内容 場所 参加者 

2/11 ＮＰＯ等と市民との出会いの場の開催 
多摩平の森ふ

れあい館 
約130人 

 

事業効果・評価 

方向性等 

・昨年度より始まった、中央大学ボランティアセンター主催の「地域発見！

公務員と巡る五感で感じるバスツアー」では、公務員を目指す学生に対し

て、日野市内の市民活動団体を見学や体験し、その後関心のある団体にボラ

ンティア活動をする機会をつくった。その後、各施設や団体に学生が積極的

に参加し、また事業に参画している。 

・昨年度、協定を結んだＮＰＯ法人フードバンクＴＡＭＡと共に子どもの貧

困に関してのシンポジウムを開催した。毎年、２回ほど定期的に講演会やシ

ンポジウムを開催する予定。 

・ご近所会議（公民館、ひの児童館、日野市ボランティア・センター、日野

図書館による連携会議）では、情報交換と公民館の活用方法について話し合

うことにより、隣接する施設同士の情報交換と共有の場となった。 
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事業内容 ４．災害支援事業 

実績報告 

１）みんなでつくる日野の防災プロジェクト 

災害に強い地域づくりのために必要なネットワークを形成することを目的に設

置。災害ボランティアセンター運営訓練、防災(減災)学習プログラムの実施、

ネットワークの構築を目標に、委員会形式でプロジェクトを推進。 

①委員会 ２回（10/6,1/26） 

２）「平成29年日野市民でつくる防災・減災シンポジウム」の実施 

市内の自主防災組織に呼びかけ、自主防災組織の有志で実行委員会をつくり、

地域で活動する中での課題をもとにシンポジウムを行った。 

①実行委員会 ８回（4/27,5/11,5/22,6/5,6/26,7/14,7/31,8/24） 

②平成29年日野市民でつくる防災・減災シンポジウム実行委員 25人 

 ③当日 

日時 8/5（土）13：00～17：00 

会場 実践女子大学 本館4階441教室 

主催 日野市民でつくる防災・減災シンポジウム実行委員会 

共催 日野市、みんなでつくる日野の防災プロジェクト 

日野市社会福祉協議会、日野市ボランティア・センター 

協力 日野市障害者関係団体連絡協議会、日野市教育委員会 

実践女子大学 

  参加者 160人 

  内容 

第1部 基調講演 

「いのちを守るために必要なこと」 

〜東日本大震災・熊本地震から見えてきたもの〜 

講師 天野和彦 氏 

（福島大学 うつくしまふくしま未来支援センター特任教授） 

※講師の天野氏は、東日本大震災時に福島の大規模避難所 

“ビックパレットふくしま”の運営を担った。 

 

日野市内全中学校の有志生徒による 

被災地に学ぶ生きる力プロジェクト活動発表 

発表者：小島凜花さん（日野第四中学校） 

乙川沙由理さん（三沢中学校） 

第2部 分科会 

第１分科会 

「思いやりのある避難所運営～みんなで考えよう！共同生活の

ルール～」 

事例発表：鈴木勝豊 氏（五小防災会） 

講 師：天野和彦 氏 

（福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任教授）  

 

第２分科会 

「今やろう！災害があっても自宅で過ごすための準備〜災害で

生き残るために〜」 

講師：塚田信隆 氏（日野市総務部防災安全課） 
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第３分科会 

「地域の災害時要配慮者を知ろう！〜一緒に避難訓練をやって

みよう！〜」 

報告：有山一博 氏(日野市障害者関係団体連絡協議会 会長) 

落合恵子 氏（地域包括支援センターすてっぷ） 

事例発表：早川郁子 氏 

（立川市社会福祉協議会 地域福祉コーディネーター） 

鶴園 誠 氏 

（ＣＩＬ立川・障がいのある人もない人も暮らしやすい 

立川を考える会） 

 

第４分科会 

「河川の危険を知ろう〜地域で水の危険を回避する〜」 

講師：野村達夫 氏（テクノクラート有限会社） 

   高木秀樹 氏（日野市環境共生部緑と清流課） 

 立川 智 氏（日野市総務部防災安全課） 

３）「イザ！カエルキャラバン！」の開催支援 

ＮＰＯ法人プラス・アーツが企画した子どもと一緒に楽しみながら参加でき

る防災体験プログラム。開催する団体を支援することで、地域で暮らす市民同

士の連携を深め、震災に強い地域づくりを目指す。 

ワークショップや当日サポート等の支援を行う。 

①実施セミナー 

開催日 内容 参加者 

7/9 
日野第一小学校 ダンディー会「イザ！カエルキャ

ラバン！」実施説明 
8人 

7/10 
旭が丘小学校・学校支援ボランティア・ＰＴＡ 

「イザ！カエルキャラバン！」実施セミナー 
18人 

②「イザ！カエルキャラバン！」実施支援 

開催日 主催 参加者 

7/22 泉塚自治会（五小まつり内） 約300人 

7/30 
三中地区青少年育成会と三中地区アクションプラン

（宿泊防災訓練） 
約70人 

8/23 旭が丘小学校・学校支援ボランティア・ＰＴＡ 約100人 

9/2 日野第六小学校・ＰＴＡ（六小防災キャンプ） 約80人 

9/30 東光寺小学校（自主運営） 約500人 

10/21 滝合小学校 

1～3年 

生特別支

援学級 

244人 

12/9 日野市総合防災訓練（豊田小学校） 約130人 

４）地域の防災減災に取組む団体への防災プログラムの実施・発表 

地域防災減災をキーワードに地域の課題を顕在化し、日頃の地域福祉活動を

考える機会とした。 
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①地域での避難所運営ゲーム（HUG）と災害図上訓練（DIG）実施 

開催日 対象者 内容 参加者 

6/24 南平高校１年生 ＨＵＧ事前説明 322人 

7/18 南平高校１年生 ＨＵＧ実施 322人 

7/23 平山苑自主防災会 ＨＵＧ実施 13人 

7/30 
三沢中地区青少年育成会 

宿泊防災訓練参加者 

宿泊防災訓練 

キッズＨＵＧ実施 
約80人 

10/20 平山小学校 ＨＵＧ実施 4年生83人 

11/26 ひばりが丘自治会 ＤＩＧ実施 26人 

2/10 八小避難所運営準備会 ＤＩＧ実施 30人 

2/24 六小防災会 ＤＩＧ実施 25人 

2/25 緑ヶ丘自治会自主防災会 ＨＵＧ実施 14人 

3/8 八小避難所運営準備会 ＨＵＧ実施 30人 

3/21 六小防災会 ＨＵＧ実施 26人 

②防災減災活動の実施・発表 

開催日 対象者 内容 参加者 

8/25,26 
七生中学校防災 

ＣＡＭＰ訓練参加者 
防災プログラム実施 

約40人 

（内中学生 

15人） 

11/26 平山苑自治会 
安否確認訓練 

（黄色いハンカチ） 

317人  

率92.4% 

12/9 
黒川自主防災会×里山

工房くらさわ×あにも 

災害時要配慮者避難行

動訓練 
33人 

５）災害ボランティアセンター立上げ訓練 

  大規模災害時に立ち上げ・運営を行う災害ボランティアセンターの訓練を

行った。日野市との協定に基づき、実際に設置するひの煉瓦ホールで実施し

た。今回は、日野市社会福祉法人ネットワークに参加を呼びかけ多くの法人

関係者が参加した。 

開催日 内容 参加者 

12/13 災害ボランティアセンター立ち上げ訓練 96人 

６）日野市の災害時相互応援協定市との会合 

  日野市と災害時相互応援協定を結んでいる 4市と平成 29年度四市防災連絡

会議を行った。 

開催日 内容 場所 参加者 

1/12 
富士宮市、秦野市、諏訪市、日野

市の担当者による情報共有会議 
富士宮市役所 9人 
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事業効果・評価 

方向性等 

・３年目を迎えた「日野市民でつくる防災・減災シンポジウム」は、今年度よ

り、市内の自主防災組織・障害当事者・地域包括支援センター・市民有志で実

行委員会をつくり、シンポジウムを行った。参加者も増加傾向にあり、地域防

災活動への関心の高さが分かった。また、来年度の実行委員会への参加に関心

がある方が33人おり、参加者の積極性を裏付けることになった。 

・「イザ！カエルキャラバン！」の今年度の傾向として、宿泊防災訓練の中で

行うことがあった。また、三中地区アクションプラン実行委員会として、「イ

ザ！カエルキャラバン！」を推進していく中で、三中地区青少年育成会の宿泊

防災訓練と共同開催する動きがあった。 

・七生中学校防災ＣＡＭＰでは、視覚障害のある方にも参加してもらい、災害

時要配慮者への対応について、中学生と地域の方、視覚障害のある方と考える

機会をつくった。 

・災害ボランティアセンター立上げ訓練に今回から日野市社会福祉法人ネット

ワークに参加を呼びかけたところ多くの参加者があった。福祉関係機関と地域

の様々な関係者と共に開催することが出来た。 

・みんなでつくる日野の防災プロジェクトでは、次年度に災害時要配慮者であ

る知的障害のある当事者やその家族に向けて、有事の際の備えと、災害時に本

人の情報を避難所運営者等に伝えられる災害時情報共有シートをモデル的に作

成しワークショップを実施する予定。 

事業内容 ５．広報活動 

実績報告 

１）情報紙「ボランティア○ｉインフォメーション」の発行（毎月１回） 

各号4,000部発行 

２）フェイスブックの運営 

イベント開催時等で随時更新 

３）配布ボランティア感謝の集い 

配布ボランティアに一年間のお礼を兼ねた交流会を開催した。 

開催日 場所 参加者 

11/30 アフタースクールカフェ 15人 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・ボランティア○ｉインフォメーションは、より多くの人が関心を持てる内容と

市民活動団体や福祉関係者との連携強化を目的に毎月各団体に取材を実施し掲

載を行っている。 

・フェイスブックの運営は、イベント告知や報告を行うと共により新鮮な情報

を素早く行えるよう実施した。 
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事業内容 ６．その他 

実績報告 

１）ボランティア保険取扱事業 

①東京都社会福祉協議会ボランティア保険加入取扱 

 団体 個人 

29年度  476件 3,767人 528人 

28年度  459件 3,083人 661人 

②東京都社会福祉協議会行事保険加入取扱 

29年度  105件 4,333人 

28年度  113件 4,166人 

２）研修会・関係会議 

  ・まちづくり市民フェア2017準備会 

・まちづくり市民フェア2017実行委員会 

・まちづくり市民フェア2017実行委員会企画会議 

・ボランティア・市民活動推進機関のあり方検討委員会 

・みんなの遊友ランド準備会 

・大学との連携会議 

・七生中学校防災宿泊訓練実行委員会 

・八小まつり実行委員会 

・スポーツレクリエーションフェスティバル実行委員会 

・日野宿通り周辺『賑わいのあるまちづくり』プロジェクト 

・南多摩ブロックボランティア担当者会議 

・四小防災会会議 

・八小避難所運営準備会会議 

・東光寺小学校避難所運営準備会会議 

・七生緑小学校防災会 

・滝合小学校地域防災会議 

・日野市子どもの人権を守る協議会 

・日野市総合防災訓練 関係者会議 

・首都直下地震時の災害ボランティア活動連携訓練ワーキンググループ 

・日野市地域居住循環型生涯活躍のまち推進協議会 

３）誰でもすぐに参加できるボランティア活動（すぐボラ） 

①使用済み切手・プリペイドカード、ペットボトルキャップの収集 

協力件数 延べ482件 

②軽作業ボランティア 

  何らかの課題を抱えた方が安心して活動出来るよう、本人に配慮したプロ

グラムを提案し、ボランティア・センター内での活動を行った。 

事業効果・評価 

方向性等 

・市内の小学校での避難所運営マニュアルづくりに伴い、学校からの要望によ

り会議に参加することが多くなった。 
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事 業 名 日野市介護サポーター制度 

事業形態 受託事業（日野市） 

財源内訳 受託金 

担当係 ボランティア係 

地域福祉活動計画

における視点 
ともにそだつ 

目  的 
ボランティア活動の支援とともに、元気高齢者が積極的に社会参加、地域貢

献が行えるよう努めるとともに、介護予防についての理解を深める。 

事業内容 １．介護サポーターの運営・相談支援 

実績報告 

日野市在住の65歳以上の方を対象に、介護保険施設等で市民として利用者

に関わる活動を通じて、介護予防についての理解を深めるとともに、積極的

な社会参加や地域貢献を行うことにより、いつまでも元気な高齢者を目指し

て実施した。 

１）登録者及び施設数 

 登録者 受入施設 

29年度  410人 53施設 

28年度 388人 50施設 

２）日野市地域包括支援センターが行う認知症サポーターステップアップ講

座での制度説明 

  主 催：地域包括支援センターすずらん 

  開催日：8/30（水） 

  場 所：南平西部地区センター 

３）介護サポーター制度の周知 

  ボランティアインフォメーション3月号掲載 

  ひの社協だより229号掲載 

４）介護サポーター制度説明会  

開催日 場所 相談者 

3/26 中央福祉センター 4人 

3/27 福祉支援センター 1人 

５）介護サポーター制度登録者向け研修 

開催日 内容 参加者 

3/22 

「認知症って何だろう？」 

講師 宮本芳恵 氏 

（介護老人保健施設ロベリア 看護長） 

15人 

3/29 
「ひの健幸貯筋体操」 

講師 日野市社会福祉協議会 地域支援係 
5人 

 

事業効果・評価 

方向性等 

・登録者は微増している。介護サポーター制度の登録者増加に向けて地域包

括支援センターが行う認知症サポーターフォローアップ研修やボランティア

団体の研修等で制度紹介を行った。 
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事 業 名 日野市生涯学習支援システム ポータルサイト｢Hi Know!｣ 

事業形態 補助事業（日野市） 

財源内訳 補助金 

担当係 ボランティア係 

地域福祉活動計画

における視点 
ともにそだつ 

目  的 

市内のイベント、団体・サークル活動等を紹介するポータルサイトを展開し

、“新たな発見"“人との出会い”“地域とのつながり“夢の実現"等のきっ

かけづくりのため、様々な団体・グループとともに市民目線で情報提供を行

う。 

事業内容 １．地域団体・まち記者による情報発信・提供 

実績報告 

「Hi know!」は、富士通研究所㈱が「日野市を社会参加しやすいまちにする

」ことを目的に実施する社会貢献活動としてWEBサイトを開発。現在、日野

市ボランティア・センターが日野市や関係事業者と連携し事務局を担当、平

成27年度から日野市の補助事業となる。URL http://www.hi-know.tokyo/ 

１）「Hi know!」閲覧数（平成29年4月1日～平成30年3月31日） 

 
トップ 

ページ 

団体毎 

ｱｸｾｽ数 

ｲﾍﾞﾝﾄ毎 

ｱｸｾｽ件数 

まち記者毎 

取材記参照数 

29年度 437,190件 43,305件 58,334件 56,285件 

28年度 547,598件 28,502件 40,843件 46,860件 

２）登録団体数  197団体（平成29年度登録団体 27団体） 

３）まち記者 

①登録者数 40人（平成29年度新規登録者 9人） 

②まち記者ミーティング 毎月開催 

③まち記者養成講座 ※二中アクションプランと協働 

開催日 9/23（土祝） 場所 多摩平ふれあい館 

講師  下村友惠 氏 

参加者 14人（現役まち記者2人を含む） 

新規まち記者登録者4人 

 ④まち記者ツアー 

開催日 場所 内容 参加者 

4/2 

高幡不動尊 

珈琲はうすあんず

村 

「まち記者お花見ツアー」 

①高幡不動尊にてお花見と取材の

練習 

②珈琲はうすあんず村にてお茶会

と情報交換 

※二中地区アクションプラン実行

委員会との共催事業 

6人 

11/4 多摩動物公園 

「多摩動物公園取材ツアー」 

多摩動物公園の取材を通してまち

記者間の交流及びスキルアップを

図る 

4人 
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４）広報 

 ・公民館・・・・ 登録団体への周知 

 ・生涯学習課・・ サークル団体・施設ガイド登録団体への周知 

 ・ボランティア○i インフォメーション2017年4月号 4,000部 

 ・「まちづくり市民フェア」参加者及び参加団体への周知（10/15） 

 ・「まち活」参加者及び参加団体への周知（2/11） 

５）ひの学人ネットワーク会議（生涯学習懇話会） 

開催日 内容 場所 参加者 

1/20 

「学び」に関わる団体による活動報

告・活動発表、ポータルサイト「Hi

 Know！」の紹介 

多摩平の森ふ

れあい館 
約40人 

 

事業効果・評価 

方向性等 

・高齢福祉課の進める介護予防事業を推進する事を目的に Hi Know！で介護

予防登録団体や、その団体が行う介護予防イベントが検索できるように改修

した。それに伴い、介護予防登録団体の掲載登録を随時行っている。 

・トップページ閲覧数の減少要因としては、検索サイトによる自動閲覧が行

われなくなったためと推測される。 

・まち記者講座では、地域協働課が住民と進めている二中アクションプラン

と協働し、まち歩きを取り入れた講座を行った。 

 

事 業 名 ﾄｯﾌﾟｱｽﾘｰﾄ講演会及びｽﾎﾟｰﾂﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾐﾅｰ業務 

事業形態 受託事業（日野市） 

財源内訳 受託金 

担当係 ボランティア係 

地域福祉活動計画

における視点 
ともにそだつ 

目  的 

トップアスリートによる講演会又はトークショーを行い、スポーツへの関心

度を高め、市のスポーツ振興並びに東京オリンピック・パラリンピックに向

けて気運醸成を図る。また、ボランティアセミナーを通し、市のスポーツイ

ベントへの参加率の向上、ボランティアの人材の育成・促進につなげる。 

事業内容 １．講演会及びセミナーの開催 

実績報告 

１）野村忠宏さんによる講演会及びスポーツボランティアセミナー 

日野市文化スポーツ課と共催で、2020年オリンピック・パラリンピックの

醸成事業の一環として、元柔道オリンピック金メダリスト選手野村忠宏氏を

招き、スポーツボランティアに関心がある方を対象に行った。 

開催日 場所 参加者 

6/10 イオンホール 116人 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・昨年に引き続き、2020 年東京オリンピック・パラリンピックの開催を 3 年

後に迎えるにあたり、日野市文化スポーツ課と共催でスポーツボランティア

講習会を開催した。スポーツボランティアをきっかけとして、地域のボラン

ティア活動へ参加しやすい環境づくりを文化スポーツ課と連携し行ってい

く。 
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助成事業 

事 業 名 歳末たすけあい地域福祉活動助成 

事業形態 歳末たすけあい募金配分金事業 

財源内訳 歳末たすけあい募金配分金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにつくる 

目  的 歳末たすけあい募金を原資とした助成金を、障害者団体や当事者団

体、ボランティアグループ等に交付し、地域福祉活動の推進を図る。 

事業内容 １．助成金申請受付・決定・交付 

実績報告 

 歳末たすけあい地域福祉活動助成金は、申請した翌年度に助成金が

交付される仕組みとなっている。 

１）助成金の交付 

  28年度申請団体に対し、助成金の交付 

 団体名 金額 

１ 日野市老人クラブ連合会 100,000円 

２ 日野市聴覚障害者協会 75,000円 

３ ひの手話サークル 97,000円 

４ ACT 100,000円 

５ 日野市身体障害者福祉協会 60,000円 

６ 日野市障害者関係団体連絡協議会 40,000円 

７ 特定非営利活動法人フードバンクTAMA 100,000円 

８ 緑を愛する会日野 42,000円 

９ 高次脳機能障害者と家族の会かしのきひの 50,000円 

10 日野失語症者交流会すずめ 75,000円 

11 HINO飛ぶ教室 100,000円 

12 日野市視覚障害者協会 24,000円 

13 日野精神障害者家族会「日野いずみ会」 41,000円 

14 日野市赤十字奉仕団 100,000円 

15 市民サポートセンター日野 70,000円 

16 ボランティアグループ「こすもす」 100,000円 

17 朗読サークル「ひの」 90,000円 

 合計 1,264,000円 

２）助成金申請受付・助成金額の決定 

  29年度申請団体に対し、助成金額の決定 

 団体名 金額 

１ 日野市老人クラブ連合会 100,000円 

２ 日野市聴覚障害者協会 71,000円 

３ 朗読サークル「ひの」 55,000円 

４ バリアフリーマップを作る会 44,000円 

５ 日野市赤十字奉仕団 100,000円 

６ 高次脳機能障害者と家族の会かしのきひの 63,000円 
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７ ひの手話サークル 71,000円 

８ ボランティアグループ「こすもす」 100,000円 

９ 日野精神障害者家族会「日野いずみ会」 30,000円 

10 日野市身体障害者福祉協会  60,000円 

11 ACT 66,000円 

12 日野市障害者関係団体連絡協議会 29,000円 

13 市民サポートセンター日野 63,000円 

14 ひの・I-BASYO 78,000円 

15 家事・育児さぽーとHappy 64,000円 

16 HINO飛ぶ教室 100,000円 

17 緑を愛する会日野 47,000円 

18 日野市視覚障害者協会 24,000円 

19 日野失語症者交流会すずめ 80,000円 

20 さと＠hino 55,000円 

 合計 1,300,000円 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・自己財源が乏しい日野市内のボランティアグループや当事者団体を

支援する助成金である。備品購入や講演会開催等の一助となってい

る。 

・本助成金は、原資である歳末たすけあい募金額の 30％を上限とし翌

年度に交付している。30 年度は受配団体に対し、歳末たすけあい運動

の広報周知に協力頂き、募金を集める努力をともに進めていきたい。 

・30 年度は助成金の交付だけではなく、受配団体の日頃の活動に参加

させて頂き、顔の見える関係を築いていきたい。 
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事 業 名 地域支え合い福祉活動助成 

事業形態 独自事業 

財源内訳 会費 

担当係 地域支援係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにつくる 

目  的 

会費を原資とした助成金を、平成28年4月から始まるぷらっと協議会

（地区社協）及び地域で当事者や利用者の仲間づくり、情報交換とい

った居場所づくりを行っている地域交流サロン等の非営利団体に交付

し、地域福祉活動の活性化を図る。 

事業内容 １．サロン活動助成 

実績報告 

１）助成金決定・交付 

  28年度申請団体に対し、助成金の決定及び交付 

  9月に追加募集を行い 4団体から申請、助成金を交付 

 団体名 金額 

１ アンサンブル*レェヴ 9,000円 

２ エプロン・ママ 20,000円 

３ グループはらっぱの会 18,000円 

４ 子育て支援グループ「かるがも」 30,000円 

５ この葉会 30,000円 

６ 青春グループ 27,000円 

７ なごみ会 18,000円 

８ 多文化ひろばあいあい 30,000円 

９ 日野国際友好クラブ 21,000円 

10 ホットやすらぎ会 30,000円 

11 ボランティアグループ「かたつむり」 30,000円 

12 南新井ふれあいサロン協議会 30,000円 

13 ふれあいサロン 「縁がわ」世話人会 30,000円 

14 レモン倶楽部 30,000円 

15 日野台さわやか会 30,000円 

16 さざんかの会 30,000円 

17 大坂上百合の木会 30,000円 

18 元気印健康クラブ 30,000円 

19 歌で楽しむ元気会 30,000円 

20 地域交流スペース「ひだまり」 30,000円 

21 ふれあいあじさいサロン 30,000円 

22 なつかしい歌の会 30,000円 

23 三世代ふれあいの会 30,000円 

24 緑ヶ丘自治会「談笑縁」 30,000円 

25 日野台にこにこカフェ 30,000円 

26 都営日野三沢アパート友遊会 30,000円 

27 サロン程久保 30,000円 
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28 日野市パーキンソン病友の会 30,000円 

29 日野おはなしの会 30,000円 

30 特定非営利活動法人はっぴーらいふ 30,000円 

31 サークルどーなつ 50,000円 

32 ハッピーソング会 50,000円 

33 落川元気会 50,000円 

34 地域交流グループshake hands 50,000円 

35 Shall we dance 50,000円 

36 ふれあいサロン万願荘 50,000円 

37 日野市訪問介護サービス提供責任者連絡会 50,000円 

38 元気な音楽の広場 30,000円 

39 鹿島台ふれあいサークル 30,000円 

40 ふれあいサロンお茶に「こんね」 50,000円 

41 黒川かわせみサロン 50,000円 

 合計 1,343,000円 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・サロン活動の支援の際に助成金の活用することで、有効な支援がで

きた。 

・地域住民の様々な居場所づくりに対して、関心が高まっており、サ

ロン活動助成についての相談が増加している。加えて、介護予防活動

団体からの相談や申請も上がってきており、今後検討が必要と思われ

る。 

事業内容 ２．地区社協助成 

事業効果・評価 

方向性等 

申請に基づき、地区社協へ事業助成金を交付した。 

 団体名 金額 

１ 南平地区社会福祉協議会 150,000円 
 

事業効果・評価 

方向性等 

日野市内で初めて立ち上げられた南平地区社協に対して事業助成を引

き続き行うことで、安定的な運営・活動が期待される。 

 

事 業 名 ヒカリ興業奨学基金 

事業形態 受託事業（東京都社会福祉協議会） 

財源内訳 寄附金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目  的 

本奨学資金は、平成17年度「ヒカリ興業㈱」からの寄付により基金を

設立し、翌年度の入学者から給付開始したものである。平成23～24年

度は募集停止。 

平成25年度（翌年度の入学者）から募集再開した。当会は本奨学金の

周知・受付を行い、教育資金の一助になるよう努めるものである。 
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事業内容 １．申請書類の受付・奨学生の決定 

実績報告 

 募集人数（都内）大学等      3人 高校等    5人 

 交付金額（年額）大学等   240,000円 高校等 150,000円 

※いずれも所定就学期間のみ 

１）実績 

 申請者 交付決定者 

29年度 5人（大学2人、高校3人） 1人（高校） 

28年度 7人（大学5人、高校2人） 1人（高校） 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・日野市立小中学校校長会及び日野市セーフティネットコールセンタ

ー等の関係機関において本奨学金を周知することができた。 

・奨学金募集時期に、広報ひのやひの社協だより等での周知の他に、

関係機関への働きかけも重要であることが分かった。今後も継続して

いきたい。 
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生活福祉資金貸付事業 

事 業 名 生活福祉資金貸付事業 

事業形態 受託事業（東京都社会福祉協議会） 

財源内訳 受託金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目  的 
所得の少ない世帯、障害者世帯、介護を必要とする高齢者がいる世帯

に対し、その世帯の生活の安定と経済的自立を図ることを目的に、必

要な相談援助と資金の貸付を行う。 

事業内容 １．貸付相談及び貸付申請事務手続き 

実績報告 

１）貸付実績 

 相談件数 貸付件数 取扱金額 

29年度 1,213件 27件 62,796,800円 

28年度 1,105件 17件 28,817,000円 

※29年度の貸付金額が高額になっている理由 

要保護世帯向不動産担保型生活資金の貸付1件含まれているため 

２）貸付実績内訳 

 福祉費 緊急小口 教育支援 総合支援 

29年度 9件（3） 1件 17件 0件 

28年度 6件 1件 10件 0件 

※（ ）平成29年度から開始された、ひとり親家庭高等職業訓練促進

資金貸付事業 

※総合支援資金以外の償還率 65,9% 

３）総合支援資金の支援活動 

 総合支援資金は平成21年10月に創設された制度で、借受人は資金の

借入と共に継続的な相談支援を受けることが条件となっている。月１

回の面接時には就職活動の報告を受け、内容を確認し早期就労を目指

した支援を行っている。ただし、27年度から制度利用者は無し。 

・借受人総数 44人 

（内訳）・資金完済者  5人 

・債務整理者  3人 

  ・借受人死亡  1人 

  ・東京都社会福祉協議会へ事務移管 2人 

  ・現在の借受人  33人 

・就職者       27人   ・  就職率  81,8% 

・貸付件数の償還率 47,0% ・借受人別の償還率 54.0% 

 （一人で複数借入しているため） 

事業効果・評価 

方向性等 

・生活保護世帯から、教育支援資金、生活必需品（エアコン等）の購

入及び要保護世帯向け不動産担保型生活資金の相談が増えた。 

・貸付に該当しない相談が増えている。（生計が維持できていない世

帯、多額な借金抱えている世帯等）貸付が出来ない場合、どの機関に

繋ぐことが相談者にとって最善の策なのか、整理する必要がある。 
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事業内容 ２．関係機関との連携 

実績報告 

１）日野市登録手話通訳者の会 

 生活福祉資金貸付事業全般の説明を行った。 

開催日 6/22（木） 

２）日野市セーフティネットコールセンター（SCC） 

 ①意見交換会の実施 

 日野市において生活困窮者の相談窓口であるSCCと、生活困窮者等

子どもの学習等支援事業を行っている地域支援係とともに意見交換会

を行った。 

 開催日 3/1（木） 

②家計相談員との連携 

家計相談員の支援を受けることにより、生計を見直すことができ、

教育支援資金の貸付に繋がったケースが2件あった。 

事業効果・評価 

方向性等 

・今年度は手話通訳者から生活福祉資金に関する研修会開催の依頼が

あり、貸付事業に関する説明会を開催した。 

・今後はセーフティネットコールセンターからも相談や依頼があると

思われるため、より良い連携が重要と考える。 

事業内容 ３．日野市生活福祉資金貸付事業（償還業務のみ） 

実績報告 

 平成２１年度を以って終了した日野市生活福祉資金貸付事業につい

て、償還未済の借受人に対し償還請求を行った。 

１）償還状況 

 件数 人数 貸付金残額 償還額 
回収 

不能額 

29年度 24件 23人 1,054,000円 29,000円 0円 

28年度 25件 24人 1,083,000円 25,000円 65,000円 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・借受人に対し定期的に郵送物を送付し、居住を確認する活動を行っ

た。 

・同時に、定期的な償還活動を実施していく。 

・4月に1名の借受人が死亡したため債権放棄手続きを行った。 

・7月には1名の借受人が償還完了となった。 

事業内容 ４．償還及び償還免除等の申請事務手続き 

事業効果・評価 

方向性等 

・償還滞納者に督促状を郵送するだけでなく、電話連絡や訪問調査を

行い償還を促している。 

・償還が難しい世帯については、東京都社会福祉協議会と相談しなが

ら延滞利子免除や償還免除の手続きを行っている。 
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福祉サービス利用援助事業 

事 業 名 地域福祉権利擁護事業 

事業形態 受託事業（東京都社会福祉協議会） 

財源内訳 受託金、利用料、利息 

担当係 権利擁護係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目  的 
認知症や障害により判断能力が十分でない方が、地域で安心して暮ら

していくことをサポートする 

事業内容 １．地域福祉権利擁護事業 

実績報告 

１）地域福祉権利擁護事業利用状況 

認知症・知的障害・精神障害等により、必要な福祉サービスを自分

で適切に選択・利用することや、日常的な金銭管理が不安な方に対し

、福祉サービスの利用援助・日常金銭管理・書類等預かりサービスに

よる支援を行った。 

 
相談・支援 新規契約 終了(解約) 

年度末 

契約件数 

29年度 1,952件 16件 12件 54件 

28年度 1,695件 14件 15件 50件 

２）生活支援員連絡会 

事務連絡、活動状況報告の他、利用者の支援にあたる生活支援員か

らの状況報告を受け、情報交換を行った。(生活支援員登録数 32人） 

開催日 参加者 開催日 参加者 開催日 参加者 

4/20 19人 5/24 16人 6/15 15人 

7/21 17人 9/22 14人 10/19 15人 

11/16 20人 12/21 19人 1/18 18人 

2/15 16人 3/15 19人  

３）生活支援員 研修参加状況 

開催日 内容 主催 参加者 

6/29,30 精神保健福祉研修 
多摩精神保健福

祉総合ｾﾝﾀｰ 
6人 

9/5 現任生活支援員研修 東京都社会福祉

協議会 

2人 

11/30 新任生活支援員研修 4人 

4/20 
認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ

講習 

日野市社会福祉

協議会 

19人 

5/24 
金銭管理についてのグルー

プワーク 
16人 

6/15 知的障害の理解 15人 

11/16 傾聴の理解と活用 20人 

2/15 国民健康保険・後期高齢医

療保険 
16人 

3/15 グループワーク 19人 
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４）生活支援員募集・事業説明会の開催と増員 

認知症・知的障害・精神障害等で判断能力に支障がある方の直接の

支援にあたる生活支援員の募集のため説明会を実施、３人を採用・増

員を行った。 

開催日 説明会参加者 採用 

9/25 8人 3人 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・個別支援を充実させるため生活支援員の増員を行った。 

・生活支援員連絡会を活用し、外部講師を招いた研修やグループワー

クを行うことで、スキルアップや知識を深めることができた。 

・利用者の状況に応じて成年後見制度への移行を行った。 

 

事 業 名 権利擁護センター日野 

事業形態 独自事業 

財源内訳 利用料、利息、繰越金  

担当係 権利擁護係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにみまもる 

目  的 

認知症や障害により判断能力に支障がある方、判断能力に支障はないが

病弱、虚弱、障害等で日常生活が困難な方が地域で安心して暮らしてい

くことをサ 

ポートする。 

事業内容 １．財産保全・管理サービス 

実績報告 

１）財産管理・保全サービス 

 身体障害や病弱・高齢等により外出等が困難な方に対し、預貯金の

出し入れや日常生活に必要な各種手続き代行、書類預かりサービス等

、地域福祉権利擁護事業と同様のサービスを提供し、在宅生活の継続

を支援した。 

 
相談・援助 新規契約 終了(解約) 

年度末 

契約件数 

29年度 66件 0件 0件 4件 

28年度 40件 0件 1件 4件 

２）応急日常金銭管理 

相談が入った時点で、判断能力が既に権利擁護事業の対象外であっ

ても、成年後見制度の申立から審判が下りるまでの応急支援として、

行政からの依頼を受ける形で地域福祉権利擁護事業と同等のサービス

を実施し、その間の生活を支援した。 

29年度 81件 

28年度 157件 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・地域福祉権利擁護事業から成年後見制度の利用までの一貫した支援

を行うことができた。 
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事業内容 ２．成年後見制度における相談支援と親族後見人等のサポート 

実績報告 

判断能力に支障のある方の親や子等の親族や、行政や地域包括支援セ

ンター等の関係機関からの相談を受け、成年後見制度の説明、申立支

援、専門職団体の紹介等を行い、成年後見制度の利用支援を行った。 

29年度 250件 

28年度 254件 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・超高齢化に伴う認知症の増加に対応する制度として、市民の関心が

高まっており、実際に支援を必要とするケースも増えているなか、成

年後見制度の相談機関として、市民や行政等の関係機関からの認知度

が高くなってきている。 

・成年後見制度利用促進法により、日常生活や判断能力に支障がある

方の福祉的・法的な相談窓口としての役割はますます大きくなってき

ている。専門員の配置を含め相談体制の拡充が必要とされている。 

 事業内容 ３．市民後見人の養成と後見監督の実施 

 

１）市民後見人養成基礎講習の開催 

 日程 1/31（水）から2/21（水）までのうち5日間 14回 

 内容 

 テーマ 内容 

1 
後見人としての心構え

や理念 

成年後見制度の基本理念と概要 

講師 相田浩和 氏（司法書士） 

2 
被後見人等への支援の基本的な視点 

講師 星野美子 氏（社会福祉士） 

3 

後見人として関わる方

々への理解 

障害の理解と対象者（認知症） 

講師 大塚喜久子 氏（鈴の会） 

伊藤耕介 氏（マザアス日野） 

4 
障害の理解と対象者（知的障害） 

講師 浅野大輔 氏（夢ふうせん） 

5 
障害の理解と対象者（精神障害） 

講師 鈴木義徳 氏（医師） 

6 

後見人として関わる方

々への理解 

消費生活相談の実態とその対応 

講師 澤木佐重子 氏 

（日野市消費生活相談員） 

7 
支援のための法律知識 

講師 谷口朋子 氏（弁護士） 

8 
生活保護制度 

講師 辻里江 氏（生活福祉課） 

9 
障害者福祉サービス 

講師 東浩一 氏（障害福祉課） 

10 
介護保険制度 

講師 菅原拓 氏（主任介護支援専門員） 

11 

日野市の高齢者福祉（介護保険以外） 

講師 落合恵子 氏 

（地域包括支援セｾﾝﾀｰすてっぷ） 

12 後見人の体験談等 

市民後見人の活動報告 

講師 中村真佐子 氏（市民後見人） 

社協職員 
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13 
後見人からの実践レポート 

講師 北村智史 氏（司法書士） 

14 プログラムの総括 

いろいろな場面を通じて後見人として

の対応を考える 

講師 岡田由季子 氏（社会福祉士） 

２）養成講習修了者の登録と候補者の推薦 

 昨年度から継続して登録している6人に加え、今年度の養成講習修了

者７人を加え、計13人に拡充することができた。 

登録者には地域福祉権利擁護事業生活支援員として当事者支援の経験

を重ねながら「市民後見人」就任要請を受けた時に候補者として推薦

ができる体制を整えた。（市民後見人候補者登録数 13人） 

３）後見人の受任と法人後見監督の実施 

身寄りがなく、セーフティネットとして行政が用意する法人後見の

利用対象にもならない方に対して、市民後見人が就任することにより

、必要な介護サービスや制度を適切に利用することができた。 

当会の市民後見人等候補者の中から受任した市民後見人と、成年後

見に関するＮＰＯ法人の所属メンバーとして受任した後見人に対して

、当会で後見監督を受任し、後見人等から3か月ごとの定期報告を受け

た。 

市民後見受任者 後見監督受任件数 申立手続中のもの 

2人 3件 0件 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・支援してくれる身寄りがない方に市民後見人が付くことにより、必

要な福祉サービスや適切な医療・処遇を受けることができた。 

・法人として後見監督を受任することにより、市民後見人が適切な後

見業務を行っているかをチェックするのと同時に、市民に後見人とし

て活動してもらうことをサポートし、当事者を生活目線で支援しても

らうことができた。 

・年度当初の市民後見人候補登録者数が６人だったため、7年ぶりに市

民後見人養成基礎講習を実施し、受講者７人全員が修了・登録して頂

き、年度末登録者が合計13人に増員することができた。 

・講師として、主に市内の関係機関や専門職の協力を得ることができ

た。 

事業内容 ４．事業・制度広報周知 

実績報告 

１）講演会（共催：日野社会福祉士会） 

開催日 場所 内容 参加者 

10/28 
多摩平 

交流ｾﾝﾀｰ 

福祉・介護関係者のための成年後見制

度活用セミナー 

講師:おかの社会福祉士事務所 

岡野範子氏 

50人 

２）出張説明会 

地域福祉権利擁護事業・成年後見制度の周知を図るため他機関・団

体への事業説明等を実施した。 

開催日 相手先・出張先 

6/14 シルバーピアしんまち 
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6/22 日野市登録手話通訳者の会 

7/19 地域サロン「ひだまり」 

7/27 ひらやま圏域ケアマネ交流会 

8/28 地域包括支援センター新任職員 

3/12 日野市民生児童委員協議会障害者部会 

３）成年後見制度説明会の開催 

成年後見制度の周知・活用を図るため、日野市福祉政策課・高齢

福祉課等と共催で制度説明会を実施した。 

 開催日 参加者 相談者 

第１回 10/14 34人 5人 

第２回 10/21 31人 0人 

第３回 10/25 31人 3人 

第４回 11/8 42人 5人 

第５回 11/25 18人 2人 

合計  156人 15人 

※講師 

第1･2回 相田浩和 氏（東京司法書士会多摩支部長） 

第3回 本村雄一 氏（日野社会福祉士会会長） 

第4回 大庭百合子 氏（東京社会福祉士会） 

第5回 芳賀敏春 氏 

（成年後見センター・リーガルサポート東京支部長） 

事業効果・評価 

方向性等 

・説明会を通して、市民に直接周知できた。 

・他機関との連携が強化できた。 

 

事業内容 ５．他機関との連携強化 

実績報告 

１）運営委員会 

東京三弁護士会多摩支部、東京司法書士会三多摩支会をはじめ、地

域包括支援センターや関係行政機関等に協力を求めて運営委員会を設

置し、センターの事業運営や複雑・専門化する個別の案件についての

対応を図るとともに、後見監督、財産保全・管理、応急金銭管理等に

ついての検討を行った。 

  2回開催（6/6,9/6） 

２）関係機関の連絡会等への参加 

開催日 内容 

5/23 成年後見推進機関連絡会 

7/6 成年後見制度推進機関テーマ別研究会議 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・成年後見に関係する各種の専門職の顔の見える関係づくりを広げる

ことができた。 

・虐待が疑われるケースや適切な扶養を求めたいケース等、福祉的な

課題があって後見制度の活用による支援が必要なケースへの理解が深

まった。 

・権利擁護センターの活動を周知することができた。 
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福祉人材育成事業 

事 業 名 手話通訳者研修事業 

事業形態 受託事業（日野市） 

財源内訳 受託金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 
日野市内で活動する手話通訳者の技能の習得及びレベルアップを目指

す。 

事業内容 １．登録手話通訳者の資質向上 

実績報告 

現任の日野市登録手話通訳者を対象に、通訳者としてのスキルアッ

プを目的とした研修を実施した。 

開催日 内 容 参加者 

10/12 
「僕の想いでとろう運動」 

講師 山崎誠 氏(元多摩市聴覚障害者協会会長) 
9人 

11/2 
「私の半世紀」 

講師 荒井康善 氏（東京都聴覚障害者協会） 
10人 

11/11 
「スーパービジョンについて」 

講師 小林君恵 氏（日本手話通訳士協会） 
11人 

 

事業効果・評価 

方向性等 

・様々な活動をしている方を講師にお招きし研修を実施した。 

・社会福祉援助技術の１つであるスーパービジョンを活用して、手話

通訳者同士で支持・教育しあい、専門職としての技術を磨くことを学

んだ。 

・今後も通訳者の技能習得及びレベルアップを図ることができる研修

プログラムを組む。 

 

事 業 名 手話講習会 

事業形態 受託事業（日野市） 

財源内訳 受託金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 

手話及び聴覚障害者に関する基本的な知識と技術を習得することを目

指し、健聴者と聴覚障害者との相互理解を深め、手話全般に関する啓

発及び普及を図る。また、将来に亘り日野市登録手話通訳者を増や

す。 

事業内容 １．手話講習会の実施 

実績報告 

厚生労働省「手話奉仕員」「手話通訳者」養成カリキュラムに基づ

き、手話の普及啓発を目的としたコミュニケーションコース、手話通

訳者を目指す通訳養成コースの 2 コース 4 クラス制（7 クラス）で実

施した。 
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１）実績 

コース クラス 回数 受講者数 修了者数 皆勤賞 

コミュニ 

ケーション 

入

門 

昼 
30回 

24人 19人 3人 

夜 26人 14人 3人 

基

礎 

昼 
33回 

24人 22人 9人 

夜 30人 18人 2人 

通訳養成 

基

本 

昼 
33回 

15人 12人 2人 

夜 15人 14人 3人 

応用実践 33回 11人 1人 2人 

29年度 145人 100人 24人 

28年度 157人 122人 31人 

２）通訳養成コース受講希望者に対する面談の実施 

開催日 4/18（火）10：00～12：00/19：00～21：00 

クラス 受講希望者 受講決定者 受講却下 

基本昼 17人 15 人 2人 

基本夜 17人 15 人 2人 

応用実践 13人 11 人 2人 

３）開講式 

  開催日 5/10（水） 

  場 所 ひの煉瓦ホール 小ホール 

  ＊ミニ講演会「ろう者にとって手話はいのち」 

   講師 有山一博 氏（日野市聴覚障害者協会 会長） 

４）ミニ講演会等 

  日野市在住の当事者を招き講演会等を実施した。 

開催日 内容 対象クラス 

7/4 
「全国ろうあ者大会in福岡」の報告 

講師：有山一博 氏 

基本（昼・夜） 

応用実践 

2/7 
座談会 

ゲスト:森田由紀恵 氏、吉田真弓 氏 

入門、基礎 

（昼クラス） 

2/7 
座談会 

ゲスト:有山美代子 氏、田原夏子 氏 

入門、基礎 

（夜クラス） 

５）講演会 

  日野市在住の当事者を講師とした講演会を実施した。 

開催日 内容 対象クラス 

10/10 

地域で活躍する手話通訳者を目指して 

講師：渡邊早苗 氏 

（東京手話通訳等派遣センター） 

基本(昼・夜) 

応用実践 

10/18 

手話を学ぶ上で大切にしてほしいこと 

講師：川島好子 氏 

（東京手話通訳等派遣センター） 

入門、基礎 

（昼・夜） 

６）閉講式 

  開催日 3/20（火） 

  場 所 日野市市民の森ふれあいホール 
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事業効果・評価 

方向性等 

・一人でも多くの人が手話通訳者として活動できるよう、講師・助手

とともにサポートしていく。 

・昨年度より導入している通訳養成コース受講希望者に対する面談

は、手話レベルの確認以外に通訳者として活動していく意思の有無を

確認することができ非常に有効である。今後も継続していく。 

・開講式において、初めての試みとして日野市聴覚障害者協会会長に

よるミニ講演会を実施した。手話を学ぶ上で覚えておいて欲しいこ

と、「人が生きるために必要なものは、水・空気・食べ物・コミュニ

ケーション（ろう者にとっては手話）である」とお話しされ、手話を

学ぶ受講生から大変好評だった。 

事業内容 ２．講師・助手会議等の開催 

実績報告 

 手話講習会を実施するにあたり、講師助手会議及び検討委員との次

年度検討会を開催した。 

１）講師助手会議 3回開催（4/26,9/7,3/1) 

２）次年度検討会 2回開催（7/27,2/1） 

３）日野市障害福祉課との話し合い 

  3回（4/13,6/27,8/21） 

事業効果・評価 

方向性等 

・講師助手会議及び次年度検討会の中で、子育て世代を取り込むため

に、手話講習会において保育を導入して欲しいとの意見が出た。実施

主体である障害福祉課と、手話講習会において保育を導入することが

可能かどうか話し合いを重ねた結果、30 年度より入門（昼）クラスに

導入が可能となった。 
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事 業 名 福祉のしごと相談・面接会 

事業形態 共催事業（東京都福祉人材センター） 

財源内訳 歳末たすけあい配分金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 介護職をはじめとする日野市の福祉人材の確保・開拓を図る。 

事業内容 １．日野市福祉のしごと相談・面接会（地域密着型面接会） 

実績報告 

１）共催 東京都福祉人材センター（多摩支所） 

  後援 ハローワーク八王子 

２）実績 

 開催日 参加事業所 来場者(就職者） 

29年度 9/20 

14社 

33人（3人） 
内訳 高齢 7社 

障害 4社 

   保育 2社 

   児童１社 

28年度 10/7 

13社 

44人（5人） 
内訳 高齢 7社 

障害 4社 

保育 2社 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・昨年度共催団体であったハローワーク八王子が後援団体となったこ

とによる周知不足等の影響により、参加者は昨年よりも減少した。し

かし、参加者 1 人あたりのブースでの相談時間が増え、複数事業所ブ

ースへ立ち寄る参加者も多かった。 

・出展希望事業所は昨年より増したが、参加者数は減少した。このこ

とから、福祉人材の確保は急務の課題であることが分かる。周知方法

等を検討する。 

 

事 業 名 福祉のしごと見学会 

事業形態 受託事業（日野市）共催事業（東京都福祉人材センター） 

財源内訳 受託金、歳末たすけあい配分金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 人材募集をしている事業所への就労相談・人材確保の機会を図る。 
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事業内容 １．“就労のための”日野市福祉のしごと見学会の実施 

実績報告 

市内福祉事業者の人材確保と福祉のしごとへの関心を高めるため、

日野市内福祉事業所をバスで回るツアー型見学会を実施した。 

１）共催 東京都福祉人材センター多摩支所・ハローワーク八王子 

２）実績 

開催日 見学施設 参加者 就職者 

7/14 

①にんじんホーム万願寺 

②特別養護老人ホームあすなろ 

②百草ふくしの里あすなろ 

（小規模多機能ホーム・サービス付高齢

者専用住宅等） 

③東京光の家 

10人 0人 

12/15 

①特別養護老人ホームマザアス 

②小規模多機能ホームぐり～んはぁと 

③就労継続支援B型施設つばさ 

14人 1人 

 

事業効果・評価 

方向性等 

・昨年度同様、年 2 回実施。7 月と 12 月と時期を分け、福祉のしごと

相談・面接会と併せて、年間を通じた福祉人材確保を図った。30 年度

も時期を分け実施していきたい。 

・7 月に実施した見学会では、昨年度に比べ応募者数は前回を下回

り、福祉業務への関心は薄れているように思われる。 

・12 月に実施した見学会では、1 人が就職することができた。また見

学会参加者の関係者も 1 人見学施設に就職が決まった。大学生等の若

年層の参加もあったが、就労には結びつかなかった。 

 

事 業 名 介護人材育成研修事業 

事業形態 受託事業（日野市） 

財源内訳 受託金 

担当係 在宅サービス係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 
市内の高齢福祉・障害福祉事業所の従事者等を対象にした研修会及び

講演会を実施し、スキルアップと定着を目指す。 

事業内容 １．講演会の実施 

実績報告 

一般参加も含めた幅広い対象に向けて、高齢者福祉や介護に関する

講演会を開催した。 

開催日 内容 参加者 

7/15 
認知症に備える 

講師 裵鎬洙 氏（アプロクリエイト代表） 
84人 

 

事業効果・評価 

方向性等 

・従来の認知症予防とは異なる新しい視点について参加者からも様々

な反応があった。将来、自分自身が認知症になった際にどんな暮らし

をしていたいかという観点で、現在できることを考えるという講師か

らの提案は、住み慣れた自宅や地域で暮らしていくための方法を日常

生活の中に無理なく落とし込んだものだった。 
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事業内容 ２．福祉施設・事業従事者向けスキルアップ研修会の実施 

実績報告 

１）施設職員研修 

開催日 内容 参加者 

5/20 虐待発見対応研修 42人 

9/30午前 介護実技研修「楽ワザ介護術」 29人 

9/30午後 介護実技研修「楽ワザ介護術」 28人 

2/3 接遇研修 24人 

3/7 レクリエーション総合研修 19人 

２）訪問介護員研修 

開催日 内容 参加者 

9/9午前 介護実技研修「楽ワザ介護術」 34人 

9/9午後 介護実技研修「楽ワザ介護術」 34人 

11/29 調理実習 15人 

2/23 ヒヤリハット 20人 

3/16 地域共生社会 13人 

３）介護支援専門員研修 

開催日 内容 参加者 

7/14 コミュニケーションスキルアップ研修 49人 

2/23 ファシリテーション研修 46人 

3/16 ケアプラン研修 73人 
 

事業効果・評価 

方向性等 

１）施設職員研修 

虐待発見対応研修では、制度の構造上の問題や施設のケアワーカー

であった講師自身の経験を踏まえた講義もあり、参加者の共感が得ら

れた。また、事業所アンケートでも評価をいただけた。接遇研修で

は、参加者がすぐに実践できる内容が多く、新しい視点があったとい

う声があった。 

２）訪問介護員研修 

青山幸広氏の楽ワザ介護術では、初めて参加する事業所や、昨年度

参加した同じ事業所の仲間から誘われて初めて参加した方が見られ

た。地域共生社会をテーマとした研修では、昨年度の参加者の声から

サービス提供責任者と地域包括支援センターの主任ケアマネジャーが

グループワークを行う形式を取り入れたところ、好評を得られた。 

３）介護支援専門員研修 

年 3回の研修を通じて、毎回高い参加人数となった。特に来年度の

介護保険法改正の直前に開催したケアプラン研修では、参加者が 73

人まで増えた。 
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事 業 名 実習生の受入 

事業形態 独自事業 

財源内訳 手数料 

担当係 総務係・地域支援係・ボランティア係・権利擁護係・在宅サービス係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 
将来の福祉人材の育成のため、社会福祉士を目指す学生を実習生とし

て受入、専門職としての指導を行う。 

事業内容 １．実習生の受入 

実績報告 

大学や専門学校で社会福祉士取得を目指している学生に、社会福祉

協議会における、社会福祉士にとって必要な知識や技術の指導を行っ

た。実習総括のため学生による活動発表・報告会を実施した。 

１）概要及び内容 

教育機関（学校名） 期間（日数・時間） 受入数 

明星大学 

人文学部福祉実践学科3年 9/19-10/27 

（24日間・180時間) 

1人 

日本女子大学 

人間社会学部社会福祉学科3年 
1人 

大妻女子大学 

人間福祉学部人間福祉学科 

2/1-3/13 

（24日間・180時間) 
2人 

 

事業効果・評価 

方向性等 

・社会福祉協議会の具体的な活動や地域との関わり、社会福祉協議会

内における社会福祉士としての役割について学生に理解を深める機会

となっている。 

・実習目標の達成度・成果を確認するため、各期ごとに実習報告会を

実施した。 

・近年、各大学における福祉学科の学生が減少し、受入依頼が減少し

ている。 

64



 

法人運営事業 

事 業 名 組織運営事業 

事業形態 独自事業、補助事業 

財源内訳 
補助金、会費、寄附金、償還金、広告料、手数料、受入研修費、利息、

繰越金 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 

各種法令や諸規程を遵守し、住民参加による透明性の高い法人組織と

して健全な運営を図る。 

法人内の係間の調整や事務局管理を行い、効果的かつ効率的な経営が

行われるよう努める。 

事業内容 １．理事会・評議員会・経営会議の開催、監事監査の実施 

実績報告 

１）理事会 

 実施日 内容 

第１回 5/29 

○審議事項 

平成２８年度 事業報告について 

平成２８年度 決算報告について 

平成２８年度 決算監査について 

苦情解決第三者委員の選任について 

障害者及び高齢者団体等のバス借上補助金交付要綱(案)の

制定について 

第１次補正予算（案）社会福祉事業区分について 

第２回 6/19 

○報告事項 

役員等の報酬に関する規程の一部改正について 

日野市生活困窮者等子どもの学習支援業務の受託について 

第二次補正予算について 

○審議事項 

会長・副会長・常務理事の選任について 

担当委員の選任について 

監事退任に伴う評議員選任・解任委員の交代について 

第３回 11/20 

○報告事項 

平成２９年度 上半期事業・決算見込並びに監査報告につ

いて 

評議員の退任について 

○審議事項 

事務局規程の一部改正の報告承認について 

個人情報保護規程及び個人情報の保護に関する基本方針の

一部改正について 

情報公開規程の一部改正について 

育児・介護休業規程の一部改正について 

在宅高齢者ケアサービス事業運営規程の一部改正について 

日野市介護予防・日常生活支援総合事業第1号訪問事業

（生活援助型）の実施について 

第２回評議員会の招集について 

第４回 3/19 

○審議事項 

第三次補正予算の報告・承認について 

予備費の充当の報告・承認について 

日野市居住支援事業に係る住宅相談等業務の受託の報告・

承認について 
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経理規程の一部改正について 

処務規程の一部改正について 

介護予防・日常生活支援総合事業第1号訪問事業生活援助

型運営規程の制定について 

登録型ホームヘルパー就業規程の制定について 

しごとパートナー事業実施要綱の廃止について 

平成３０年度 事業計画（案）について 

平成３０年度 予算（案）について 

第３回評議員会の開催について 

２）評議員会 

 実施日 内容 

第１回 6/19 

○報告事項 

平成２８年度 事業報告について 

○議案事項 

障害者及び高齢者団体等のバス借上補助金交付要綱の制定

の報告承認について 

第一次補正予算の報告承認について 

平成２８年度 決算報告について 

役員（理事・監事）の選任について 

役員等の報酬に関する規程（案）の一部改正について 

日野市生活困窮者等子どもの学習支援業務の受託（案）に

ついて 

第二次補正予算（案）について 

第２回 12/6 

○報告事項 

平成２９年度上半期事業報告について 

平成２９年度上半期決算見込並びに監査報告について 

評議員の退任について 

○議案事項 

事務局規程の一部改正の報告承認について 

個人情報保護規程及び個人情報の保護に関する基本方針の

一部改正について 

情報公開規程の一部改正について 

育児・介護休業規程の一部改正について 

在宅高齢者ケアサービス事業運営規程の一部改正について 

日野市介護予防・日常生活支援総合事業第1号訪問事業 

（生活援助型）の実施について 

第３回 3/27 

○議案事項 

第三次補正予算の報告・承認について 

予備費の充当の報告・承認について 

日野市居住支援事業に係る住宅相談等業務の受託の報告・

承認について 

経理規程の一部改正について 

処務規程の一部改正について 

介護予防・日常生活支援総合事業第1号訪問事業生活援助型

運営規程の制定について 

登録型ホームヘルパー就業規程の制定について 

しごとパートナー事業実施要綱の廃止について 

平成３０年度 事業計画（案）について 

平成３０年度 予算（案）について 

３）経営会議 12回開催 
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４）内部監査（監査） 

 ①平成 28年度決算監査    5/22（月） 

 ②平成 29年度中間決算監査  10/26（木） 

事業内容 ２．福祉サービスに関する苦情申出窓口 

実績報告 

１）苦情解決第三者委員 

（任期 平成 29年 6月 1日～平成 31年 5月 31日） 

  林 幹高 氏（ＮＰＯ法人福祉カフェテリア理事長）＊再任 

安西 清 氏（保護司）＊再任 

  斎藤一郎 氏（前日野市民生児童委員）＊平成 29年 6月 1日～ 

渡辺 明 氏（日野市民生児童委員）＊～平成 29年 5月 31日 

２）苦情申立件数 

  なし 

事業内容 ３．第 4次日野市地域福祉活動計画推進会議 

実績報告 

平成 27 年 3 月策定の第四次日野市地域福祉活動計画（5 ヵ年）推進

のため、策定委員並びに福祉政策課から委員を選出し、推進会議を開

催。 

１）地域福祉活動計画推進委員 委員構成 

・日野市商工会 

・実践女子大学 

・権利擁護センター日野 

  ・南平ふれあい協議会 

・工房夢ふうせん 

・地域包括支援センターすてっぷ 

  ・日野市民生・児童委員協議会 

・日野市健康福祉部福祉政策課 

２）内容 

  開催日 2/2（金） 

  内 容 ・進捗状況の報告 

      ・今後の方向性 

事業効果・評価 

方向性等 

・計画上「評価・検証の年」としている。計画開始当初に比べ、高

齢・障害・子ども等の幅広い活動を行ってきていると一定の評価を得

られた。高齢社会を迎え権利擁護事業・成年後見制度利用支援におけ

る支援体制についての検討、一層の充実が求められた。 

・計画の推進のためには、福祉分野に限らず多様な団体との連携が重

要となっており、地域課題の把握、情報提供をに行っていくことが地

域共生社会における社会福祉協議会の大きな役割との声が挙がった。 
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事業内容 ４．日野市内社会福祉法人ネットワークの設置 

実績報告 

社会福祉法の改正（平成 28 年 3 月制定）により社会福祉法人の求め

られる「地域公益活動」等について法人同士の連携を図っていくこと

を目的に、日野市内社会福祉法人ネットワークを設置した。事務局は

日野市社会福祉協議会総務係とする。 

１）幹事（敬称略） 

代表 平井 寛 （社会福祉法人東京緑新会） 

    浅野大輔 （社会福祉法人夢ふうせん） 

    吉冨正敏 （社会福祉法人吹上会） 

    長谷川育代（社会福祉法人至誠学舎立川） 

    神田耕治 （社会福祉法人友遊の家） 

    五十嵐淳一（社会福祉法人寿優和会） 

    奥住日出男（社会福祉法人日野市社会福祉協議会） 

２）幹事会の開催 

日程 内容 

7/21 
①代表選出について  

②今後の方針・平成 29年度計画について 

8/31 

①今後の方針・平成 29年度実施計画について 

②「みんなといっしょの運動会」への協力について 

③社会福祉法人ネットワークへの参加意向確認について 

10/12 

①「みんなといっしょの運動会」の振り返り 

②「災害ボランティアセンター立上げ訓練」への参加につ

いて 

③全体会（ネットワーク設立記念講演会＆情報交換会）等

の検討について 

12/14 
①「災害ボランティアセンター立上げ訓練」の振り返り 

②設立記念講演会＆情報交換会について 

2/26 
①設立記念講演会＆情報交換会の振り返り 

②平成 30年度事業計画について 

３）参加法人（29法人／30法人） 

 法人名 

保育 
吹上会・至誠学舎立川・栄光会・ねぐるみ会・つくしんぼ

保育園・わかば福祉会・菊美会・のぎく会 

高齢 
マザアス・友遊の家・大家族・博泉会・隆山會・三多摩福

祉会・緑樹会・にんじんの会・創隣会・寿優和会 

障害 
東京緑新会・夢ふうせん・東京光の家・おおぞら・幹福祉

会・すずかけの会・日野青い鳥福祉会・東京都福祉事業団 

その他 二葉保育園・雲柱社 

地域 日野市社会福祉協議会（事務局） 

４）実施した取り組み・活動 

①設立記念講演会＆情報交換会の開催 

日野市内社会福祉法人ネットワークの設立記念として講演会並び

に情報交換会を実施した。 

 日時 2/16（金）14：30～17：15 

 場所 イオンモール多摩平の森イオンホール 
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 参加法人 21法人（40人） 

 内容  

第1部 設立記念講演会 

「社会福祉法人の取り組むべき地域公益活動とは」 

講師 田島誠一 氏 

（日本福祉大学福祉経営学部教授） 

（合同会社TKT福祉経営研究所代表) 

第2部 事例紹介＆情報交換会 

○都内における社会福祉法人ネットワーク化の状況 

東京都社会福祉協議会 地域福祉部 

○市内社会福祉法人の地域公益活動に関する事例紹介 

1.地域公益活動実施のため、取り組みと実施体制について 

（社福）のぎく会 日野保育園 （保育） 

2.生活困窮者の居場所づくりや仕事の切出し等の活動につ

いて 

（社福）日野青い鳥福祉会 あおいとりひの （障害） 

3.近隣小学校への福祉教育等の実施について 

(社福)隆山會 特別養護老人ホーム豊かな里 

 ②協力事業 

日程 内容 参加法人 

10/1 

みんなといっしょの運動会（障害者運動会） 

 障害の理解並びに法人間の交流・連携を深め

るため、協力事業と位置づけ高齢・保育等の職

員への参加を呼びかけた。 

9法人 

（19人） 

12/13 

災害ボランティアセンター立上げ訓練 

 地域の防災対策や災害ボランティアセンター

の役割を理解することで、福祉施設（避難所）

と災害ボランティアセンターの相互理解が深め

られるよう協力事業と位置づけ実施した。福祉

施設に想定される被害を盛り込む等課題の検証

を行った。 

13法人 

（17人） 

 

事業効果・評価 

方向性等 

・平成 28 年度に準備会を発足し、アンケートや講演会・情報交換会を

実施し、こうした活動をもとに「日野市内社会福祉法人ネットワー

ク」が正式に発足した。 

・本ネットワークは、社会福祉法人に求められる地域公益活動の検討

（連携・協力）を行うほか、情報交換・研修を通じて法人同士の連携

を図り、地域社会における社会福祉法人の果たす役割を検討すること

とする。 

・設立記念講演会＆情報交換会において、近隣の法人であってもこれ

まで面識のなかった、初めて会ったという方もいて、「連携・情報交

換はもとよりお互い（職員同士）をもっと知り合うことが大切ではな

いか。」といったご意見を多数寄せられた。 

・次年度に、市内全域だけでなく圏域（ひの・とよだ・たかはた・ひ

らやま）等、より小地域での課題の共有や情報交換会の実施を検討し

ていく。上記と併せて、防災・災害対策に関する取り組みについて検

討を進める。 
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事業内容 ５．協議会・連絡会等の参加 

実績報告 

１）会長 

・東京都社会福祉協議会 区市町村社会福祉協議会部会 評議員会 

・南多摩保健所協議会 

・（社福）東京都共同募金会評議員会 

・（社福）東京緑新会理事会・評議員会 

・（社福）おおぞら理事会・評議員会 

・日野台高等学校 防災教育推進委員会 

・日野台高等学校 学校運営連絡協議会 

・ふだん着で CO２をへらそう実行委員会 

・日野市社会教育センター運営委員会 

２）職員による委員会参加 

・日野市子ども家庭支援ネットワーク連絡協議会（事務局長） 

・日野市献血推進協議会（事務局長） 

・日野市ユニバーサルデザインまちづくり推進協議会（事務局長） 

・日野高等学校運営連絡協議会（事務局長） 

・日野消防署住宅防火防災対策推進協議会 

・第３期日野市地域福祉計画推進委員会（事務次長） 

・日野市摂食・嚥下機能支援推進協議会（在宅サービス係） 

・日野市介護保険運営協議会（地域支援係） 

・日野市生活困窮者自立支援相談事業支援調整会議（地域支援係） 

・日野市住宅ストック活用推進協議会（地域支援係） 

・日野市居住支援協議会（総務係） 

・東京オリンピック・パラリンピック関係委員会 

②日野市認知症月間への協力 

 認知症月間における市民啓発活動の観点から、広報活動やイベント

運営の協力を行った。 

日程 場所 内容 

9/3 
日野市民会館 

大ホール 

日野市民でつくる 

「認知症チャリティコンサート」 

第一部 講座とミニコンサート 

○寸劇「実は他人事じゃない。認知症って知

ってる？」日野第四中学校演劇部 

○ミニ講座「認知症について」 

○ミニコンサート「みんなといっしょに歌

う！懐かしの歌」 

第二部 チャリティコンサート 

○プロ歌手・演奏家等（計９個人・団体） 

○寄附贈呈（芽吹きの会） 

9/27 
ｲｵﾝﾓｰﾙ 

多摩平の森 

認知症だれでも交流ひろば 

映像型紙芝居「大好きだよ！おばあちゃん」 

上映協力 
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事業効果・評価 

方向性等 

・日野市の主に福祉事業に関係する委員会等に職員が委員として参加

協力し、必要な情報交換、事業協力を行っている。 

・認知症月間への協力として市民啓発活動イベント「日野市民でつく

る認知症チャリティコンサート」「認知症だれでも交流ひろば」に実

行委員として参加、認知症月間（9月）普及のため市民や関係団体

（者）とともに行った。 

・チャリティコンサートの収益金の一部を、市内で活動する若年性認

知症の会「芽吹きの会」へ寄附、市内の認知症関係団体への支援につ

ながった。 

 ６．社会福祉協議会会員会費の募集、寄附金の受領 

実績報告 

地域福祉活動のための財源確保として、市民をはじめ自治会、民生

委員、赤十字奉仕団、企業等の関係機関へ協力を呼びかけ、併せて協

力依頼とともに事業案内を行うことにより、地域福祉活動の普及・推

進に努めた。 

１）実績 

 合計額（件数） 内訳 

29 年度 3,741,660円（955件） 

個人  560,600円（442件） 

特別  533,000円（156件） 

団体 2,648,060円（357件） 

28 年度 3,761,437円（940件） 

個人  577,600円（453件） 

特別  519,000円（146件） 

団体 2,664,837円（341件） 

２）寄附金実績 

 合計額（件数） 

29 年度 経常区分 15,571,335円 (99件) 

28 年度 経常区分  3,365,944円 (94件) 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・民生児童委員協議会や自治会、福祉関係団体等に会員会費の協力を

呼び掛けるとともに、日野市商工会会員向けに協力依頼を行った。 

・市内有料老人ホーム入所者からの遺贈により、1,000万円を超える

多額の寄附をいただくことができた。 
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事業内容 ７．広報活動 

実績報告 

多様な方法で地域福祉活動並びに社会福祉協議会の情報発信を行う。 

１）広報紙「ひの社協だより」 

  （新聞折込並びに公共施設、社会福祉施設等にて配布） 

  №226（6月11日発行） 49,000部 

   主な記事 日野市民でつくる防災・減災シンポジウム 

        活動協力者説明会 

  №227（9月10日発行） 49,000部 

   主な記事 赤い羽根共同募金運動・みんなといっしょの運動会 

  №228（11月12日発行） 49,000部 

   主な記事 歳末たすけあいバザー・歳末たすけあい運動 

  №229（2月11日発行） 49,000部 

   主な記事 法人化50周年記念式典・在宅サービス系事業の紹介

２）広報紙「ひの社協タイムス」 

 （ボランティア○ｉインフォメーション配布先、民生委員、その他関

係施設に配布） 

  Vol.1（4月25日号） 1,400部 

  主な記事 ひの貯筋体操・福祉のつどいボランティア交流会 

  Vol.2（7月1日号）  2,000部 

  主な記事 手話講習会 減災・防災シンポジウム 

  Vol.3（8月25日号） 1,200部 

  主な記事 夏のボランティア おむすびキッチン 

Vol.4（12月25日号） 1,000部 

  主な記事 歳末たすけあいバザー開催 

災害ボランティアセンター立ち上げ訓練 

Vol.5（3月25日号） 1,000部 

  主な記事 法人化50周年記念式典 社会福祉法人ネットワーク 

３）活動協力者説明会 

 日野市社会福祉協議会の事業案内とともに、各係における協力者募

集のため、ブースごとに分かれて説明会を行った。 

開催日 内容 参加者 

7/6 

1.事業紹介・説明 

 ・ケアサービス事業（在宅サービス係） 

 ・ハンディキャブ事業（地域支援係） 

 ・ボランティア活動（ボランティア係） 

2.個別相談（ブース） 

7人 

 

事業効果・評価 

方向性等 

・ひの社協だよりでは紙面の都合上報告記事が少なく募集やお知らせ

の記事が多い。関係者に社会福祉協議会が日頃どのような活動を行っ

ているか知って頂くため、今年度からひの社協タイムスを発行してい

る。 

・市内スーパーに協力を仰ぎ、ひの社協タイムスを置かせて頂いたと

ころ、手に取る方が増え反響があった。 

・昨年度から実施している活動協力者説明会は、今まで各係で行って

いた協力者向け説明会を一括して実施、参加者の希望に即した活動に

つなげるため、社会福祉協議会事業紹介を総合的に行った。 
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事業内容 ８．職員の資質向上 

実績報告 

 職員の資質向上を図るため、関係機関・団体主催の研修や講座等を

受講した。 

■総務係 

 ・生活福祉資金新任職員研修 

 ・生活福祉資金職員実務研修 

 ・生活福祉資金担当職員 相談支援研修、テーマ別研修 

 ・手話通訳派遣コーディネート担当者研修 

 ・改正個人情報保護法に関する研修 

 

■地域支援係 

 ・生活支援コーディネーター養成研修 

 ・東京都介護予防推進会議 

 ・介護予防・日常生活支援総合事業者向け介護予防研修 

 ・全国生活支援コーディネーター研究協議会 

 ・東京都生活支援体制整備事業情報交換会 

 ・生活支援コーディネーター現場見学会 

 ・東京ホームタウンプロジェクト現場研修 

 ・東社協コーディネーター連絡会 

 ・生活困窮者自立支援事業従事者研修 

 

■ボランティア係 

 ・社会福祉施設でボランティアを受け入れるための募集のステップ

と継続のコツ 

 ・都立山吹高校 防災研修 

 

■権利擁護係 

 ・社会貢献型後見人等候補者養成基礎講習 

 ・援助者のためのメンタルヘルスサポート講座 

 ・地域福祉権利擁護事業 専門員・業務担当者研修 

 ・スーパービジョン研修 

 ・専門員研修「地域福祉権利擁護事業にかかわる法律の基礎知識」 

 ・依存症問題研修 

 ・思春期・青年期（ひきこもり）問題研修 

 

■在宅サービス係 

 ・心神喪失者等医療観察法研修 

 

■その他 

 ・区市町村社会福祉協議会新任職員研修 

 ・南多摩ブロック職員の会研修（局長会補助研修含む） 

 ・都内区市町村社協職員基礎研修 

事業内容 ９．職員派遣 

実績報告 

 関係機関・団体主催の研修や講座等へ、講師や事例報告者として職

員を派遣した。 

 ・三菱東京ＵＦＪ銀行新人研修振り返り会 

 ・日本青年会議所 関東地区 東京ブロック協議会 

 ・首都大学東京ボランティアセンター 
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スポーツボランティアプログラム「障がい者スポーツ」事前学習Ⅱ 

 ・東京ボランティア市民活動センター 

 首都直下地震時の災害ボランティア活動連携訓練ワーキンググループ 

 首都直下地震時の災害ボランティア活動連携訓練 

 ボランタリーフォーラム TOKYO2018分科会講師 

事業内容 10．法人化５０周年記念事業の実施 

実績報告 

１）記念式典並びに感謝のつどい（懇親会）の開催 

日時 3/17（土） 

会場 日野市市民の森ふれあいホール 

内容 

記念式典 

10：30～12：30 

 

第一部 

①オープニング（あおいとり日野） 

②挨拶 

③表彰状・感謝状贈呈 

受賞者28人（個人・団体） 

内訳 

・記念表彰4人・表彰状 11人・感謝状 13人 

第二部 ステージ 

 ①合唱（みなみが丘友遊倶楽部） 

②手話喜劇 

(日野市聴覚障害者協会＆ひの手話サークル) 

 ③キッズダンス(豊田ﾋﾞﾊﾞﾋﾙｽﾞSunnyClovers) 

④ゲストコンサート 

  SIO＆日野第一中学校合唱部 

感謝のつどい 

12：45～14：00 

・来賓挨拶 

・歓談 

・一言コメント映像 

２）法人化５０周年記念誌の発行 発行部数 ５００部 

３）表彰審議委員会  

日程 内容 

2/9 
・推薦候補者等の結果報告・受賞者の決定 

・50周年記念式典（案）の検討 

４）表彰者の推薦団体 9 団体 

 日野市老人クラブ連合会/日野市赤十字奉仕団/NPO 愛隣舎 

NPO 福祉カフェテリア/特別養護老人ホーム豊かな里 

朗読サークルひの/ひの手話サークル/日野市失語症者家族会すずめ 

日野市社会福祉協議会（日野市ボランティア・センター） 

事業効果・評価 

方向性等 

・記念式典及び感謝のつどいは、日野市社会福祉協議会らしいアット

ホームなものとなり、参加された多くの方からお褒めの言葉をいただ

いた。50 年の節目の年を終え、今後も多くの市民の皆様の力を借り支

えられながら、信頼・信用され愛され続ける組織となるよう職員一

同、職務に邁進していく。 

・記念誌の発行にあたっては、多くの市民の皆様にご協力いただい

た。なかでも日頃の社会福祉協議会の活動のキーパーソンとなる方達

からいただいた一言等、多くの方達に支えられている組織であること

を再認識することができた。 
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公益事業拠点区分 

福祉センター管理事業 

事 業 名 日野市立中央福祉センターの管理運営 

事業形態 指定管理者制度（平成 29年 4月 1日～平成 34年 3月 31日） 

財源内訳 受託金（指定管理料）、利息 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 

各種福祉団体の連絡・調整し、社会福祉の啓発や市民の健康増進、地

域福祉の推進等を図るとともに、利用者が安全に利用できるよう施設

運営に努める。 

事業内容 １．快適な施設利用への配慮、安全かつ効率的な施設運営 

実績報告 

１）施設概要 

開館日  火曜日～日曜日 

※こどもの日・敬老の日を除く祝日は休館 

入浴事業 火・木曜日 10:00～15:00 

２）利用実績 

 
利用者 入浴事業利用者 

開館日数 利用団体数 利用者数 日数 計 

29年度 299日 3,042団体 48,592人 101日 3,584人 

28年度 298日 3,127団体 49,508人 98日 3,824人 

３）施設管理に関わる保守委託業務 

   ①館内清掃   ②空調設備   ③自動扉  ④階段昇降機 

 ⑤ヘルストロン ⑥消防用設備  ⑦夜間警備 

事業効果・評価 

方向性等 

・老朽化する施設であるため、利用者への影響について高齢福祉課と

の協議を行い、また安全性を心掛け運営管理を行った。 

・屋上の防水工事ならびに施設内空調管理機器（冷温水発生器）修繕

工事を日野市（高齢福祉課）により行った。 

・施設内設置ＡＥＤ の交換を行った。 
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高齢者就業創出支援事業 

事 業 名 高齢者就業創出支援事業（しごとサポートひの） 

事業形態 補助事業 

財源内訳 補助金、繰入金、利息 

担当係 しごとサポートひの 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 高年齢者の就労機会の創出、社会参加の機会を促進する。 

事業内容 １．利用者の拡大・広報周知 

実績報告 

市広報、社協だより、インターネット、自治会を通して事業案内を

幅広くPRして利用者の拡大を図った。 

上段：29年度 

下段：28年度 

新規求職者数 再来求職者数 閲覧・相談者数 紹介件数 就職者数 

419人 582人 209人 157件 63人 

326人 480人 274人 120件 36人 
 

＜就職先職種＞ 
事務4人、受付事務3人、販売1人、調理6人、管理員4人、警備員7人、 

清掃15人、運転手3人、箱詰13人、技術１人、介護1人、その他の労務5人 
 

＜就職者年齢別内訳＞ 

上段：29年度 

下段：28年度 

50歳～64歳 65歳～69歳 70歳以上 

28人 28人 7 人 

18人 13人 5 人 
 

事業内容 ２．求人事業所への積極的な開拓 

実績報告 自所受求人件数 795件、自所受求人延人数 2,565 人 

事業効果・評価 

方向性等 

就業先の確保、拡大にむけて新聞折込みチラシ掲載求人の事業所、

面接会参加事業所への周知を図り、自所受求人件数の増加に努めた。 

事業内容 ３．高年齢者就労支援セミナー 

実績報告 

＜高年齢者の就業支援・スキルアップ＞ 

今年度は就職率アップを目的に面接会１回、セミナー２回実施し、 

新規求職登録者を増やした。 
【セミナー】(会場)日野市生活保健センター（共催）日野市（公財）東京しごと財団 

開催日 参加者 テーマ（講師） 

9/7 58名 「どうする？“人生100年時代”の働き方」(須田万里子氏） 

2/14 39名 「55歳からの“生き方×働き方”」（中村康雄氏） 
 

【面接会】開催日3/6 
(会場)立川グランドホテル（共催）日野市、立川市、東大和市、武蔵村山市 

しごとサポートひの、立川商工会議所無料職業紹介所、いきいきワーク府

中、わくわくサポート三鷹、はつらつワーク稲城の多摩地域５アクティブ合

同による就職面接会を開催した。参加者数６４名。 
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事業効果・評価 

方向性等 

【セミナー】受講者からは「多様な働き方があることを学んだ。」「

面接、履歴書の書き方の対策が具体的で大変参考になった。」「元気

がでた。」「勇気が持てた。」等全体的に良い評価をいただいた。 

【面接会】新規求職登録者、就職者を増やし高齢者就業機会拡大にむ

けて成果を得た。 
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収益事業拠点区分 

事 業 名 自動販売機設置管理事業 

財源内訳 手数料、利用料、利息 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 
公共施設に自動販売機や中央福祉センター内に印刷機を設置し、施設

の利便性の向上を図るとともに、社会福祉事業における財源確保に努

める。 

事業内容 １．自主財源の確保 

実績報告 

自動販売機の設置 

１）実績 

 台数 ロケマージン 

29年度 28台 6,668,829円 

28年度 26台 6,644,807円 

２）設置場所 15ヶ所（台数） 

・日野市役所１階   (5) ・南平体育館    (3) 

・クリーンセンター  (2) ・福祉支援センター (1) 

・中央福祉センター  (2) ・湯沢福祉センター (1) 

・生活･保健センター (1) ・ひの煉瓦ホール   (4) 

・中央公民館        (1) ・勤労・青年会館   (1) 

・教育センター     （1） ・ふるさと歴史館   (2) 

・百草コミュニティセンター(1)  

・PlanT（多摩平の森産業連携センター）（1） 

・クリーンセンター工事現場 （2）＊新設 

印刷機等の貸出 

１）実績 

 件数 利用料 

29年度 88件 149,988円 

28年度 82件 143,614円 
 

事業効果・評価 

方向性等 

・設置する自動販売機の管理とともに、マージン収入を地域福祉活動

へ活用する。 

・10 月より日野市クリーンセンター工事現場事務所前に新たに 2台設

置（赤い羽根募金型）した。 

・契約事業者の廃業に伴い、2月より市役所（1台）ならびに生活保

健センター（1台）の機器の入れ替えを行った。 

・自主財源の確保のため、引き続き社会貢献型自動販売機の新たな設

置箇所の検討を行っていく。 
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事 業 名 日野市役所内売店の運営 

事業形態 収益事業 

財源内訳 売上金、利息 

担当係 総務係・日野市役所内売店 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 日野市役所内売店を運営し、市役所の利便性の向上を図るとともに、

社会福祉事業における財源確保に努める。 

事業内容 １．財源の確保 

実績報告 

１）運営概要 

 営業日時 月～金曜日（9:30～16:30） ※祝日・年末年始を除く 

 従 業 員 管理責任者１人、補助職員２人 

 売上 商品残高 

29年度 22,818,872円 2,088,292円 

28年度 24,005,354円 2,136,338円 
 

事業内容 ２．障害者の社会参加の促進 

実績報告 
品出し・販売業務補助委託：社会福祉法人青い鳥福祉会 

訓練生（障害者）：３人 

事業効果・評価 

方向性等 

・近隣にコンビニエンスストアができたことに伴い、売上も減少し経

営は一層厳しい現状となっている。市役所への来所者の利便性向上、

収益事業として売店事業の健全経営のため検討する必要がある。 
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共同募金運動 

赤い羽根共同募金運動 

事 業 名 東京都共同募金会 日野地区協力会（募金業務） 

事業形態 赤い羽根共同募金運動（共同募金運動） 

財源内訳 地区協力会事務費 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 

東京都共同募金会日野地区協力会事務局として、日野地区における赤

い羽根共同募金運動の普及・啓発に努め、社会福祉施設が行う事業の

助成金として活用し、東京都ならびに日野市の社会福祉事業の推進を

図る。 

事業内容 １．多様な方法による募金の普及・拡大 

実績報告 

東京都共同募金会日野地区協力会として、日野地区における赤い羽

根共同募金運動（10/1～12/28）を展開し、市民へ協力を呼びかけ

た。 

１）募金実績 

 募金額 内訳 

29年度 2,445,932円 

地区募金  1,073,756円  

街頭募金   714,572円 

自動販売機  657,604円 

28年度 2,412,540円 

地区募金  1,122,237円  

街頭募金   667,035円 

自動販売機  623,268円 

２)街頭募金活動 

①活動回数 17回 

②協力団体 11団体 （順不同） 

  ・日野市赤十字奉仕団   ・ボーイスカウト日野第4団 

・日野市少年軟式野球連盟 ・日野わかば保育園 

・日野第一中学校ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ部 ・大坂上中学校演劇部 

・都立日野高等学校生徒会 ・都立南平高等学校生徒会 

・すずかけの家      ・プリメイロスＦＣ 

・明星大学ボランティアセンター 

３）赤い羽根共同募金へ寄附する自動販売機設置 

  協賛企業：東京ｷﾘﾝﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞｻｰﾋﾞｽ㈱・㈱伊藤園 

       ｻﾝﾄﾘｰﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞｻｰﾋﾞｽ㈱・ＦＶイーストジャパン㈱ 

①日野市社会福祉協議会による設置 9ヶ所 

  ・多摩平の森産業連携センターPlanT(新規) 

・日野市役所    ・福祉支援センター 

・クリーンセンター ・南平体育館 

・中央福祉センター ・百草台コミュニティセンター 

・中央公民館    ・クリーンセンター工事現場 
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②他団体による設置 3ヶ所 

  ・日野市市民の森ふれあいホール ・パチンコＲＡＭＯ 

・日野市立病院 

４）関係部署窓口において募金受付 

  日野事務所、高幡事務所、日野市役所福祉政策課、七生支所 

事業効果・評価 

方向性等 

・街頭ボランティアの協力団体の普及に努め、実績額に占める街頭募

金の割合が増えている。併せて、共同募金運動の周知を行い、更なる

運動に普及、継続につなげていくことが求められる。 

・街頭募金の活動場所が限られるなか、日野自動車秋まつりや産業ま

つりでの実施・協力を得ることができた。 

・赤い羽根共同募金運動へ寄附する自動販売機を、クリーンセンター

工事現場事務所を新たに設置した。 

 

事 業 名 東京都共同募金会 日野地区配分推せん委員会（配分業務） 

事業形態 赤い羽根共同募金運動（共同募金運動） 

財源内訳 地区配分推せん委員会事務費 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 

東京都共同募金会日野地区配分推せん委員会事務局として、日野市内

における社会福祉施設からの『助成金の受付ならびに申請内容の審

査・検討』を行い、東京都共同募金会へ推せん・意見書の交付を行

う。 

事業内容 １．審査・推せん（推せん・意見書の交付） 

実績報告 

１）日野地区配分推せん委員会 委員構成 

  ・日野市社会法人立保育園連合会 

  ・暁自治会 

  ・日野市民生児童委員協議会 

  ・明星大学きらきらボランティアセンター 

  ・日野市赤十字奉仕団 

  ・日野市障害福祉課 

  ・日野市ボランティア・センター 

  ・地域包括支援センター多摩川苑 

  ・日野社会福祉士会 

  ・日野市社会福祉協議会 理事 

  ・市民 

２）委員会の開催 

  ３回開催（8/4,12/11,1/24） 

事業効果・評価 

方向性等 

・例年、予算額に対し申請額が多いため、委員会内で申請の妥当性、

緊急性、地域性等を活発に議論し、内容の濃い審査ができている。 

・現委員の任期が来年度 5 月末であり改選となるが、今後も中身のあ

る委員会運営ができるよう、事務局として働きかけていく。 
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事業内容 ２．施設見学会の実施 

実績報告 

 委員による配分団体（28年度受配）施設見学会を実施。 

  開催日 8/29（火） 

見学施設 ピア・たかはた／里山耕房くらさわ／光の家栄光園 

事業効果・評価 

方向性等 

・施設を見学することにより、配分金がどのように活用されているか

その効果を確認し、また配分施設の活動や事業内容を知ることができ

た。 

・委員同士の関係が深まり、助成金の審議・審査時での意見交換等、

今後の活発な委員会活動が期待できる。 

 

歳末たすけあい運動 

事 業 名 歳末たすけあい運動の実施 

事業形態 歳末たすけあい運動（共同募金運動） 

財源内訳 歳末たすけあい配分金、事務費 

担当係 総務係 

地域福祉活動計

画における視点 
ともにそだつ 

目  的 
日野地区における歳末たすけあい運動の実施主体（主催：東京都共同

募金会・主唱：東京都社会福祉協議会）として、運動の普及・啓発に

努め、日野市の地域福祉事業の推進を図る。 

事業内容 １．歳末たすけあい運動の普及・拡大 

実績報告 

共同募金運動の一つとして、東京都共同募金会の主催のもと、日野

地区における『歳末たすけあい運動』を展開した。 

１）運動期間 12/1～12/28 

２）募金実績 

 募金額 内訳 

29年度 5,171,023円 

戸別募金  3,777,075円 

街頭募金    38,012円 

バザー募金 1,355,936円 

28年度 4,173,686円 

戸別募金  2,716,952円 

街頭募金    30,812円 

バザー募金 1,425,922円 

３）街頭募金活動 

■活動回数 4回 

（12/7.15.16.20） 

■協力団体 4団体 

・日野第三中学校ボランティア部・都立日野台高等学校生徒会 

 ・あおいとり日野 ・南平地区社会福祉協議会（ぷらっと南平） 
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事業内容 ２．歳末たすけあいバザー 

実績報告 

歳末たすけあい運動の一環として、バザーを開催し、歳末たすけあ

い運動の広報周知活動を行うとともに、収益金を歳末たすけあい募金

とした。 

 

１）共 催 日野市民生・児童委員協議会 日野市赤十字奉仕団 

２）歳末たすけあいバザー 

      開催日 
バザーから

の募金額 
場所 

29年度 12/3 1,355,936円 
中央福祉センター＆駐車場 

28年度 12/4 1,425,922円 

３）模擬店協力団体  14 団体 

・夢ふうせん      ・日野市聴覚障害者協会（ひのたま会） 

・東京光の家神愛園   ・日野市手をつなぐ親の会 

・あおいとり日野    ・障害者問題を考える会 

・共働作業所あいあむ  ・リンゴ村カレー 

・やよい会        ・南平地区社会福祉協議会（ぷらっと南平） 

・たまりば       ・めぐみ 七ツ塚ファーマーズセンター 

・障害者施設交流部会  ・児童部会 

事業効果・評価 

方向性等 

・関連イベントであるバザーの売上金が実績にも影響している。街頭

募金やバザー等を通じて多様な方法で広く広報周知すること、地域に

運動の理解を深めていくことが課題となる。 
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